
田中寅三　明 治11年生まれ。明

治美術学校・天真道場・東京美術

学校に学ぶ。 30～43年にかけて白

馬会に出品。 大正 ３年千葉県立高

等園芸学校に図画教師として赴任。

14年から松戸高等女学校に嘱託勤

務。昭和36年松戸で没。

温 室　1913 年こ ろ

松戸に根をおろした白馬会の画家

2 月25 日吐]～3月26 日[日]日時

午前 ９時30 分～ 午後５時（入館は ４時30分まで）

休館日＝毎週月 曜日と ３月24日産

会場市立博物館

古ヶ崎風景　戦前
観覧 料金＝一般300 円（240円 ）／高・大学生150 円（100 円）／小・中学 生100円 （60円）

※（　）内は団体 料金

田

中

寅

三

は

、

大

正

３

年

か

ら
松

戸

の

千

葉

県

立

高

等

園

芸

学

校

（

現

千

葉

大

学

園

芸

学

部

）

で

図

画

を

教

え

、

亡

く

な

る

ま

で

松

戸

に

住

ん

だ
洋

画

家

で

す

。

明

治

美

術

学

校

・
天

真

道

場

を

経

て

、

東

京

美

術

学

校

（
現

東

京

芸

術

大

学

）

に
西

洋

画

科

開

設

と

同

時

に

入

学

し

、

黒

田

清

輝

ら

に

洋

画

を

学

び
、

在

学

中

か

ら

白

馬

会

展

に

出

品

を

続

け

ま
し

た

。

卒

業

後

は

作

家

活

動

を

続

け

な

が
ら

、
図

画

教

師

と

し

て

戦

前

ま

で

教

育

に

携

わ

’つ
て

い
ま

し

た

。

風

景

画

を

よ

く

し
（

明

る

く

穏

や

か

な

写

実

を

基

調

と

し

た

作

風

が
晩

年

ま

で

続
き

ま

し

た

。
ノ
松

戸

に

来

て

か

ら

は

、

園

芸

学
校
内
で
展
覧
会
を
開
く
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
目
立

ち
ヽ
園
芸
学
校
や
松
戸
近
辺
の
風
景
な
ど
身
の
回
り
の
題
材
を

多
く
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
初
期
か
ら
は
船
を
題

材

と

す

る
海

洋

画

を

多
く

手

掛

け
て

い

ま

す

。

し
か
し
大
正
期
以
降
は
、
公
募
展
へ
の
の
出
品
も
少
な
く
、
画

壇
と
の
交
渉
を
あ
ま
り
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
次
第
に
中
央
か

ら
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
り
、
そ
の
作
品
も
こ
れ
ま
で
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今

回

の

展

覧

会

で

は

、

ご
遺

族

の

中

原

千

代

子

さ

ん

か

ら

市

に

寄

贈

さ

れ

た

作

品

を

中

心

に

、

明

治

期

か

ら

晩

年

ま

で

の

作

品
の
う
ち
、
油
絵
・
水
彩
画
な
ど
約
百
四
十
点
を
展
示
し
、
埋

も

れ

て

い
た

こ

の
作

家

の

画

業

の

全

容

を

紹

介

し

ま

す

。

ま

た

こ

の

展

覧

会

で

は

、
田

中

寅

三

の

師

で

あ

る

里一
田

清

輝
・

久

米

桂

一
郎

・

和

田

英

作

、

徙

交

戸

車

ヤ
た

赤

松

麟

作

の

作

品

と

の

比

較

に

よ

っ
て

、

こ

の

作

家

０‐

画

業

を

正

当

に

評

価

す

ろ

こ

と

も

試

み

て

い

ま

す

。

固

美

術

館

準

備

室

容
6
6－
7
4
6
3

番

※
白
馬
会
（
は
く
ば
か
い
）
・
：
明
治
時
代
の
代
表
的
な
洋
風
美
術
団
体
。

印
象
派
の
影
響
を
受

け
た
黒
田
清

輝
・
久
米
桂
一
郎
を
中
心
に
結
成
さ

れ
た
。
み

ず
み
ず
し

い
画
風
は
以
後
の
洋
画

界
に
決
定
的
な
影
響
を
り

え
た
。

主な内容

４／９は千葉県議会議員選挙･

春の火災予防運動……………

献血にご協力を……………４

市内の川に魚が

戻ってきた…………………６

あなたの老後を支える

国民年金……………………８

情報チャンネル……………1(

阪神大震災

松戸市も救援活動……………

田中寅三展



４ 月

９日

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙

選
挙
区
が
二
つ
に
分
か
れ
ま
す

市
で

は
、
大
地
震
に
備
え
た

防
災
体
制
の
見
直
し
、
強
化
を

進
め
て
い

ま
す
が
、
２

月
９
日

に
防
災
関
係
機
関
連
絡
会
議
を

開
催
し

ま
し
た
。

こ

の
会
議
に
は
、
医
療
関
係
・

Ｊ
Ｒ
・
各
私
鉄
・
電

気
・
ガ
ス
・

電
話
・
警
察
・
自
衛
隊
な
ど
二

十
三
団
体
が
出
席
。

会

議
で
は

、
各
団
体
か
ら

阪

神
大
寰
災
で
の

救
援
活
動
の

報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
そ

れ
ら
の
体
験
な

ど

を
生
か
し
て

、
早
急
に
緊
急
対

策
を
ま
と
め
て
い
く
こ

と
を

確

認
し
合
い

ま
し
た
。

固
防
災
課

投
票
日
時
…
４

月
９
日
㈲
午
前

７

時
～
午
後
６
時

投
票
で
き

る
大
…
昭
和
5
0年
４

月
1
0日

ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
６

年
1
2
月
3
0
日

ま
で

に
転
入

届

を

し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る
人

県
内

転
出
者
の
投
票
・：
松
戸
市

の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い

る
人
で

、
平
成
６
年
1
2月
９
日
以

降
に
県
内
転
出
（
一
回
限
り
）
し

た
人
は
、
転
出
先
の
市
区
町
村
の

発
行
す
る
「
引
き
続
き
千

葉
県
の

区
域
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
居

住
証
明
書
」
を
提
示

す
れ

ば
、
転

出
す
る
前
に
住
ん
で
い
た
所
の
投

票
所
で

投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。投

票
区
・
投
票
所
の
変
更
…
松

戸
市
の
選
挙
区
が
南
・
北
に
分
割

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
部
地
域
の

投
票
区
と
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

♀

表
）
。

松
戸
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た

人
の
投
票
…
平
成
７

年
３
月
1
5日

ま
で

に
住
所
の
変
更
手
続
き
の
済

ん
で

い
る
人
は
、
新
住
所
地
の
選

挙
区
・
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

平
成
７
年
３

月
1
6日
以
降
に

変
更

手
続
き
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地

の
選
挙
区
・
投
票
所
で

投
票
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

郵
便

投
票

…
身

体

障
害

者
手

帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け

、
身
体
に

重
度
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き

ま
す

。

選
挙
管
理
委
員
会
に

、
郵
便
投

票
証
明
書
の
交
付
申
請
が
必
要
で

す
。詳

し

く
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

。

固
市
選

挙

管
理

委
員
会

事
務

局

（
市

役
所
内
）

訟

１ 二
選
挙
区

小
金
、
小
金
原
、
馬
橋
、

新
松
戸
の
支
所
管
轄

本
庁
と
常
盤
平
、
六
実
、

矢
切
、
東
部
の
支
所
管
轄

地
　
　
　

域

投票所が変わる区域と投票所

投　　票　　所 変　　更　　後　　の　　該　　当　　区　　域

馬橋市民センタ ー

馬橋(387 、406～414、488～537)　 西馬橋蔵元町(173 ～句9）

西馬橋幸町(139 ～165）　　　　　 西馬橋広手町（１～３、５～憫7）

西馬橋相川町（1 ～3 、5 ～214）　西馬橋３丁目（1 、8 ～54）

西馬橋４丁目（1 ～618）　　　　 西馬橋５丁目（1 ～266)

栄 町 ８ 丁 目 会 館 栄町７～８丁目

旭　叨　集　会　所

七右衛門新田（Z ～894)　 主水新田（1 ～587)　　 外河原（1 ～172)

旭町１丁目（1 ～215)　　　 旭町２丁目(216 ～78∠l）

旭町３丁目(785 ～1,133)　 旭町４丁目（1,134～1,242)

貝 の 花 小 学 校
小金原８丁目（1 ～33）　　　　　 ハケ崎(689 ～769)

八ヶ崎４丁目（1 ～26、33～56）

高　木　小　学　校
金ヶ作（84～148、158～173、195～243)

千駄m  (261～692)

第　三　中　学　校

馬橋(1,846､1,939～2,180､2,202～2,265､2,267～2,284､2,303～2,410､2,854～3,086)

八ヶ崎(225～319､321-4～321-7､334～338､339-2､340～560､561-18､561-24､561-26、

562～565､562-2～567-5､567-16､568～586､608-2､608-11､612-3～612-5、

613～620､622～623)

干駄堀栴檀幼稚園 千駄堀（1 ～260、693～ｱ91、828～856、864～1,426、1,510～1,866)

消費生活モニターを

募集します

消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
制
度
は
、

消
費
者
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
制
度
で

す
。

ま
た
、
モ
ニ

タ
ー
に
な
る
と
、

消
費
者
と
し
て
の
知
識
を
高
め
る

こ

と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か

。

モ

ニ

タ

ー
の

仕

事

①
消
費
生
活
に

関
す
る
問
題
・

意
見
・
要
望
の
提
出

森のホール21を見学するモニタ ーの

皆さん

②
研
修
会
・
市
内
（
外
）
施
設
見

学
会
へ
の
参
加

③
計
量
調
査
・
量
目
試
買
検
査

の
実
施

④
テ

ー
マ

別

グ
ル

ー

プ
研

究

（
平

成
６
年
度
の
テ

ー
マ
＝
牛
乳

パ
ッ

ク
の
表
示

・
リ

サ
イ
ク
ル

・

高
齢
者
の
生
き
が
い
・
家
計
管
理
）

⑤
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
回
答

⑥
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
活

動
（
地
域
の
消
費
者
に
対
す
る
啓

発
活

動
）

募

集

要

領

対
象
・：
市
内
在
住
の
二
十
歳
以

上
で
、
平
日
の
活
動
が
可

能
な
人
・

三
十
人

任
期
…
４

月
１
日
か
ら
一
年
間

謝
礼
・：
年
額
二
万
円
程
度

黷
３
月
７

囗
㈹
ま
で
に
、
電
話
で

消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
登
6
6－

７
３
９
】（
り
番
へ

あ
な
た
の
健
康

食
習
慣
の
変
化
と
病
気

わ
が
国
の
こ
こ
二

、
三
十
年

の
食
生
活
を
み
る
と
、
穀
物
の

摂
取
量
が
著
し
く
減
少
し
た
反

面
、
食
肉
・
卵
・
乳
製
品
と
い

っ
た
畜
産
性
の
食
品
や
、
そ
の

加
工

品
を
多
く
食
べ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
科

学
技
術
の

進
歩
は
食
品
の
加
工

技
術
を
著
し
く
発
展
さ
せ

、
加

工

食
品
を
種
類
・
量
と
も
に
急

増
さ
せ
て
い
ま
す
。

食
事
と
病
気
が
欧
米
型
に

近
付
く

日
本
は
か
つ
て

低
い
栄
養
水

準
に

あ
り
ま
し

た
が
、
最
近
の

よ
う
な
豊

富
な
食
生
活
へ
の
変

化
は
、
栄
養
状
態
の
改
善
に

大

き
く
貢
献
し
ま
し

た
。

と
こ
ろ
が
経
済
的
に
豊
か
に

な
る
に

伴
い
、
畜
産
性
食
品
数

の
増
加
や
食
事
様
式
の
多
様
化

な
ど
が
過
ぎ
て

、
栄
養
過
多
の

状
態
が
生
じ
て

き
ま
し
た
。
加

え
て

運
動
不
足
も
重
な
り
、
健

康
に

大
き
な
魔
の
手
が
伸
び
て

き
て
い
る
の
で

す
。

こ

う
し
た
状
況
の
中
で
は
、

食
生
活
の
変
化
と
と
も
に
、
疾

病
構
造
に
大
き
な
変
化
が
生
ま

れ
て

き
ま
し
た
。
近
年
わ
が
国

で

は
、
過
去
に
は

少
な
か
っ
た

糖
尿
病
や
虚
血
性
心
疾
患
、
大

腸
が
ん

、
乳
が
ん
の
よ
う
な
病

気
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ

れ
ら

は
欧
米
型
の
病
気
で
す
。
す
な

わ
ち
、
わ
が
国
の

食
習
慣
が
欧

米
型
に
近
付
い

た
こ
と
を
物
語

つ
て
い
ま
す
。

成
人
病
は
習
慣
病
と
ま
で
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
民

の

食
習
慣
と
大
き
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ

で
問
題
と
な
る
の
が
、

食
物
繊
維
の

摂
取
量
の
減
少
で

す
。
そ
の
原
因
と
し
て
野
菜
や

穀
物
摂
取
の

減
少
、
動
物
性
食

品
や
そ
の
加
工

品
の
摂
取
量
の

増
加
な
ど
が
、
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
食
の
勧
め

人
間
に
と
っ
て

「
食
」
と
い

う
も
の
は
「
生
」
と

直
結
し

た

重
大
な
問
題
で

す
。
長
い
歴
史

の

中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

根

ざ
し
た
食
の
文
化

が
あ
り
、
そ

こ
に
風
土
、
環
境
な
ど
を
包
括

し
た
極
め
て

自
然
な
文
化
が
あ

る
は
ず
で

す
。

わ
が
国
に

も
独
特
の
さ
ま
ざ

ま
な
料
理
が
あ
り

、
食
生
活
の

形

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

が
崩
れ
つ
つ

あ
る
今
、
食
物
繊

維
の
多
い
日

本
型
の
食
事
を
見

直
し
、
復
活
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
こ

と
は
い
う
ま
で

も

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
同
時
に

、
新
た
な
健

康
問
題
が
提
起
さ
れ
て

い
る
と

い
う
こ

と
で

す
。
た
だ
し
、
従

前
の
日
本
食
の
欠
点
で
あ
る
塩

分
過

多
と
た
ん
ぱ
く
質
不
足
に

は
な
ら
な
い

よ
う
、
注
意
し

な

け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

（
松
戸
市
医

師
会
）

防災関係機関連絡会議を開

催

大地震への備えを強化

平成７年度

干
葉
県
議
会
議
員
選
挙
の
松
戸
市
の
選
挙
区
が
南
・
北

に
分
割
さ
れ
、
支
所
管
轄
に
よ
り
区
域
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。４

月
９
日
の
選
挙
で
は
、
南
選
挙
区
の
有
権
者
は
南
選

挙
区
の
候
補
者
に
、
北
選
挙
区
の
有
権
者
は
北
選
挙
区
の

候
補
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大切にしたい、私たちの一票



安心の暮らしの中心火の用心

春の火災予防運動
３月

１日～フ日

火

災

件

数

は
2
2
件

増
加

昨
年
一
年
間
の
松
戸
市
の

火
災

は
百
八
十
六
件
で

、
一
昨
年
に

比

べ
て
二
十
二
件
の
増
加
と
な
り
ま

し
た

。
ま
た
、
過
去
五
年
間
の
平

均
百
八
十
一
件
を
も
上
回
り
ま
し

た
。

と
な
っ
て
い

ま
す

。

空
気
が
乾
燥
し

、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
を

前
に
、
一
人
ひ

と
り
が
火
災
を
防
ぐ
た
め
の
注
意

を
お
願
い
し

ま
す

。

放
火
さ
れ
な
い

た
め
に
・：
燃
え

や
す
い
物
を
家
の
外
回
り
に
苣
か

な
い
／
夜
間
、
外
灯
を
つ
け
る
な

火

災
の
原
因
は
下
表
の
と
お
り
　

ど
、
家
の
周
囲
を
暗
く
し
な
い

阪神大震災に学ぶ

防災体制の強化を

橋
脚
ご
と
横
倒
し
に
な
っ
た

高
速
道
路
、
傾
い
た
ビ
ル
や
崩

れ
落
ち
た
家
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

上
が
る
火
の
手
、
恐
怖
と
不

安

の
表
情
、
テ
レ
ビ
が
映
し

出
す

画
面
は
、
に

わ
か
に
は
信
じ
が

昨年行われた防災訓練のよう す

た
い

惨
状
で
し
た
。

何
か
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
震
災
を
受
け
な
か
っ
た
私

た
ち
は
今
で
き
る
精
一
杯
の
事

を
し

な
け

れ
ば
、
と
思
っ
た
の

は
私
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ

市役所を出発する給水車を見送る

う
で

す
。
市
長

室
直
通
フ
ァ
ッ

ク
ス
に

も
、
市

と
し
て

も
で
き

る
限
り
の

支
援

を
す
る
べ
き
だ

と
い
う
ご
意
見

が
、
数
多
く
送

ら
れ
て
き
ま
し

た
。私

は
、
た
だ

ち
に
義
援
金
受

タ
バ
コ
に
よ

る
火
災
を
防

ぐ
に

は
…
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

禁
止
／

灰
皿
に
水
を
入
れ
て

お
く
／
寝
夕

バ
コ

は
し

な
い

天
ぷ
ら
油
に
よ

る
火
災
を
防
ぐ

(平成 ６年)火災の原因

原　　　　　因 件　数 割　合

髱放火の疑い

2.タバコの不始末

2.放火

４．こんろ

５．たき火

33件

24件

24件

18件

10件

17.796

12.996

12.996

9.7％

5.4%

に

は
・
・・
火

を

使

っ
て

い

た
ら

、
そ

の

場

所
か

ら

離

れ
な

い

／
や

む

を

得

ず

離
れ

る

と

き
は

、

面

倒

が
ら

ず
に

火

を

消
す

地

域

ぐ

る

み

で

万

全

な

防

災

力

を

一
人
ひ
と
り
の
行
動
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
や

消
防
署
で
行
う
防
災
訓
練
な
ど
に

参
加
し
て
、
防
災
知
識
を
身
に
付

け
た
り
、
地
域
住
民
同
士
の
交
流

を
図
る
こ
と
も
、
い

ざ
と
い

う
と
’

き
に
役
に
立
ち
ま
す

。
ぜ
ひ

体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

固
消
防
昜
救
急
防
災
課
容
6
3－
1

1
1
1

内
線
2
1
6
番

火 災 を 発 見 し た ら

初期消火の三原則

①早く知らせる…小さな火で

も一人で消そうとしないで、大

きな声で家族や近所の人に協力

を求めましよう。

②早＜消す…消火器や水など

で消せるのは、炎がカーテンな

どの立ち上がり面に移った状態

までです。

③早く逃げる…炎が天井にま

で燃え広がったら限界です。一

刻も早く避難してください。一

度逃げたら、絶対に戻らないこ

と。

付
本
部
を
設
置
し

、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
義
援
金
の
協
力
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

一
方
、
い
ち
早
く
本
市
消
防

の
特
別
救
助
隊
が
現
地
に
入
り
、

行
方
不
明

者
の
探
索
な
ど
に
当

た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
飲
み
水
が

不
足
し
て
い
る
と
聞
き
、
自
動

給
水
車
、
こ

れ
は
プ
ー
ル
や
川

の
水
を
ど
ん
ど
ん
飲
み
水
に
し

て

し
ま
う
と
い
う
も
の
で
す
が
、

こ

れ
を
使
っ
て
の
給
水
隊
も
送

り
ま
し

た
。
少
し
で

も
役
立
っ

て

ほ
し
い
と
祈
る
気
持
ち
で
送

り
出
し

ま
し
た
が
、
こ

れ
が
多

い
に
役
立
っ
て
、
現
地
の
皆
さ

ん
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

市
立
病
院
の
医
師
と

看
護
婦

に
よ
る
救
護
隊
も
、
交
代
で

現

地
の
医
療
活
動
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

地
震
列
島
と
い
わ
れ
る
日
本

に
住
み

な
が
ら
も
、
と
も
す
れ

ば
自
然
の
猛
威
を
忘
れ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
回
の
地

震
は
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て

私
た
ち
に
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。

私
も
、
四
十
六
万
市
民
の
命

と
安
全
を
守
る
義
務
と
責
任
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

今
、
松
戸
市
に
は
、
関
東
大

震
災
並
み
の
大
地
震
を
想
定
し

た
「
地
域
防
災
計
画
」
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
見
直
し

、
市

の
防
災
体
制
を
よ
り
万

全
な
も

の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

防
火
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す

火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
小
学

四
年
生
の

防
火
ポ
ス

タ
ー
展
を
左

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

※
展
示
時
間
は
、
各
会
場
の
営
業

時
間
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

期　　間 会　　場 学　　校　　名　（小学校）

３／１團～６(月) イトーヨーカ堂松戸店 相模台・和名ヶ谷・松ケ丘・稔台・寒風台

３／１伽～７(火)

伊勢丹松戸店 中部・古ヶ崎・北部・古ヶ崎南・南部

ダイエー新松戸店
馬橋・馬橋北・新松戸西・新松戸南・

新松戸北・旭町・幸谷

3/100 ～６(月) 北小金サティ
小金・八ヶ畸・八ヶ崎第二・根木内・

根木内東・貝の花・栗ヶ沢

3/100 ～７(火)

干葉銀行新松戸支店 小金北・殿平賀・横須賀

西友常盤平店
常盤平第一・常盤平第二・常盤平第三・

牧野原･松飛台･松飛台第二･高木･金ヶ作

ダイエー五香店 六実・六実第二・六実第三・高木第二

イトーヨーカ堂八柱店 河原塚・東部

マルエツ高塚店 梨香台・聖徳大学附属

3/5( 日)
ライフストフフー

松戸二十世紀ケ丘店
大 橋・柿ノ木台 一矢切

考
え
ま
す
。

市
の
防
災
関
係
各
課
で

は
、

早
速
問
題
点
や
改
善
す
べ
き
こ

と
の

洗
い
出
し
が
進
ん
で

い
ま

す
。ま

た
、
９
日
に
は
医
療
関
係
、

警
察
、
電
気
、
ガ
ス
、
自
衛
隊

な
ど
防
災
関
係
二
十
三
団
体
か

ら
な
る
連
絡
会
議
が
開
か
れ
、

そ
の
席
上
早
急
に
緊

急
対
策
を

ま
と
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。

地
震
は
何
時
、
ど
の
程
度
の

規
模
で
く
る
も
の
か
予
想
で
き

ま
せ

ん
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に

、
実
効

の
あ
る
柔
軟
な
防
災
体
制
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
の

間
で
も
、
ご

家
庭
で
、
地
域
で

、
防
災
に
つ

い
て
の
話
し

合
い

が
進
む
こ

と

を
期
待
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
温
か
い

善

意
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に

、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

〒

月
末
現
在
百
二
十
九
件

受
信
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
6
6）
2
3
0
1
番

市民相談心配ご と・人権相談巡回年金相談各種相談
３
月
の
相
談
案
内

相談名 日　　　　 時 会場

法律相談

毎週火・木 曜日と 毎月第 ２・第 ４月曜
日 午後１時～ ５時

毎月第１月曜日 午前９時～正午

(いずれも予約 制)
市
役

所
相

談
コ

｜
ナ

｜

税務相談 10廊午後１時～ ５時

登記相談 17 廊午後１時～ ４時30分

行政相談 13(月)・27(月)午後 １時～ ３時

住宅相談 毎週水曜日午 前10時～午後 ４時

発明相談 ８冰)午後１時～ ３時

交通事故 一

市政･一 般

相談

毎日 午前 ８時30 分～ 午後５時

市
民
相
談
室

会　　 場 日　　　 時

市役 所相 談

コーナー

第１～第 ４

金曜日

午
前
10

時
Ｓ

午

後
３

時

常盤平支所 １冰)・15( 水)

馬橋支所 ∵ ６(目)

六実支所 匸)７(火)

小金 原市民

センター
２困（ ふﾉヽ16W

小金支所 ７(火)

新 松戸 市民

センター
○１冰)・つ15(水)

固 市民相談室（ 金銭問 題の相談も行いま す）

※①EDは心配ごと相談のみ
※人権相談は千葉地方法務局松戸
支局(e63 ―6278番)でも行って
います。

固人権相談＝援護課庶務係
心配ごと相談＝社会福祉協議会
昔68－0503番

会　　場 日　　時

常盤平支所 ３廁

午前

10
時
Ｓ
午
後
３
時

小 金 支 所 ７(火)

小金原支所 10廁

馬 橋 支 所 14(火)

六 実 支 所 17廁

新松戸支所 20(月)

矢 切 支 所 24廊

東 部 支 所 28(火)

相　 談　 名 日　　　 時 会　　 場

商人よろ ず相談
醋商工課振興係

１伽 ・15團
午 前10時～午後 ４時

市役所相 談
コーナー

労働相談

醴商工課労政係

６(月)・20(月)

午後 １時～５時

市役所相談

コ ーナー

消費生活苦情相談

頽消費生活センター
o65 ―6565 番

毎日( 士・日曜・祝日を

除く)
午前 ９時～ 午後４時

消費生活
センタ ー

女 性就業相談

固 商工課労政係
毎週 水・金曜日

女性就業

相談室

※労働相談は柏労働基準監督署(O0471-63-0245 番）
でも行っています。

※上記以外の日は国民年金課
へ

問国民年金課適用係相談はすべて無料です。お気軽にご利用を

川井敏久

市長室・発



あ
な
た
の
温
か
い
ハ
ー
ト
を

待
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す

私
た
ち
の
体
重
の
約
七
～
八
％
を
占
め
る
血
液
は
、
体
に
酸
素
を
運
ん
だ
り
出
血
を
止
め

た
り
、
体
内
に
侵
入
し
た
病
原
体
と
闘
っ
た
り
と
、
生
命
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ

な
い
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
病
気
や
け
が
で
血
液
が
不
足
し
た
ら
・
…

そ
こ
で
役
立
っ
て
い
る
の
が
献
血
で
す
。

献
血
は
尊
い
命
を
救
う
た
め
の
大
切
な
社
会
活
動
と
し
て
、
多
く
の
人
た
ち
の
善
意
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
献
血
の
現
状
と
献
血
で
得
ら
れ
る
貴
重
な
血
液
が
、
ど
の
よ

う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

皆
さ
ん
の
善
意
が

患
者
さ
ん
に
届
く
ま
で

血液は血液センターに

集められます。

何項目もの厳しい

検査を行います。

献血バスや、献血ルームなどで献

血された血液は、赤十字血液センタ

ーに集められます。

※市内で献血された血液は、船橋赤

十字血液センターに集められます。

集められた血液は、血液型や各種

のウィルス抗原・抗体検査をはじめ、

何項目もの厳しい検査を行います。

少しでも不安のある血液は使用しま

せん。

血液からさまざまな

製剤をつくります。

安全のため、しっかり

と保管されます。

24時間いつでも

供給できます。

検査に合格した血液は、医療に欠

かすことのできない血液成分製剤、

全血製剤をはじめ、血しよう分画製

剤など、治療に必要なさまざまな製

剤になります。

血液製剤の種類により、適切な保

存温度や保管方法に合わせ、厳重な

品質管理のもとで冷蔵庫や冷凍庫で

しつかりと保管されます。

全国の患者さんの

ために使われます。

血液センターでは、全国78ヵ所の

ネットワークを活用し、いつでも医

療機関の要請に応じられるよう。24

時間体制で血液製剤の供給を行って

います。

必要に応じて全国の医療機関に運

ばれた血液製剤は、さまざまな病気

の治療や輸血に使われ、たくさんの

患者さんの尊い命を救うため役立っ

ています。

あ
な
た
の
血
液
を
大
切
に

使
う
た
め
に

輸
血

と
い
え

ば
、
昔

は
血
液
の
全

成
分
を
そ
の
ま
ま
輸
血
す
る
「
全
血

輸
血
」

が
ほ
と

ん
ど
で

し
た
。

し

か
し

、
医

学

の
進
歩
に
伴

い
、

献

血
さ
れ
た
血
液
を

赤
血
球
、
血
し

よ
う
、
血
小
板
な
ど
の
成
分
に
分
け
、

患
者

さ
ん

が
必
要

と
す
る
成
分

だ
け

を
輸
血
す

る
「
成
分
輸
血
」

が
で
き

る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
は
輸

血
に
よ

る
感
染
症
へ

の
感

染
や
、
副

作
用

を
大
幅
に
軽

減
で

き
ま
す
。

さ

ら
に
貴
重
な
血
液

を
無
駄
な
く
利
用

す

る
こ
と

が
で

き
る
こ
と
か
ら

、
現

在
で

は
成
分
輸

血

が
主
流

と
な
っ
て

い
ま
す
。

血
液
か
ら
は
貴
重
な
製
剤

も
で
き
る

た
く
さ
ん

の
善
意

と
効
率
的
な

血

液

の
活
用
に
よ
り

、
手

術
な

ど
で

使

う

輸
血
用

の
血
液

は
、
す

べ
て
献

血

で
賄
え

る
よ
う

に
な
り
ま
し

た
。

し

か
し

、
皆

さ
ん
か
ら

い
た
だ
い

た
貴
重

な
血
液
は
、
輸
血
用

と
し
て

使
用

さ
れ
る
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

特
に
血
し
ょ
う

か
ら
は
特
定

の
夕

ン

パ
ク
質
を
抽
出
し

、
血
し
ょ
う

分

画

製
剤
を
つ

く
っ
て

い
ま
す
。

そ
れ

ら
は
皀
友
病

の
治
療
、
感
染
症

の
予

防
や
治
療

、
急

な
出
血
や
や
け

ど
の

治
療
な

ど
に
欠
か
す
こ
と

の
で

き
な

い
貴
重
な
製

剤
と
な
り
、

た
く

さ
ん

の
生
命
を
敘

っ
て

い
る
の
で
す
。

求
め
ら
れ
る
血
液
製
剤
の

国
内
自
給

し

か
し

、
こ
う
し

た
血
し

ょ
う
分

画
製
剤
に

つ
い
て

は
、
そ
の
原
料
や

製
品
を
ほ

と
ん
ど
輸
入

に
た
よ

っ
て

い
る

の
が
現

状
で
す
。
こ

の
こ
と
は
、

供
給

が
輸
入
相
手
国

の
政
情
に
左
右

さ

れ
や
す

い
と

い
う

「
安
定
供
給
」

の
面

や
、
臓
器
の
一
部

で
あ
る
血
液

を
売
買
す

る
と

い
う

「
倫
理
的
」
な

面

で
も
問
題

が
あ

り
、
国
際
的
批

判

有 効 に 活 用 さ れ て い る 血 液

全血献血成分献血

血液中のすべての成分を献血して

いただく方法です。

血液中の血しょうや血小板をいた

だき、赤血球などの成分は体内に
お返しする方l です。

が
高
ま

っ
て

い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関

）
で
も

「
自
国

で
必
要

と
す
る

血
液

は
そ
の

国

が
自
給
自
足
す

べ
き
」

と
勧

告
し

て
お
り

、
よ

り
安
全
な

血
液
製

剤
の

安
定
し

た
供
給
を
確
保
す
る

た
め
に

も

、
輸
入

血
液
製
剤
に
頼
ら

な
い
国

内
自

給
体
制

が
急

が
れ
て

い
ま

す
。

献
血
は
全
血
献
血
と
成
分

献
血
の
二
種
類

こ
う
し
た
問
題
を
解
決
し
、
血
液

製
剤
の
安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
昭
和
6
1年
か
ら
新
し
い
献
血
方

法
（
四
〇
〇
以
全
血
献
血
と
成
分
献

血
）
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
す
。

四
〇
〇
縦
全
血
献
血
は
、
患
者
に

と
っ
て
少
数
の
献
血
者
か
ら
の
血
液

で
す
む
た
め
、
感
染
症
な
ど
の
副
作

用
が
軽
減
で
き
、
高
い
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

ま
た
、
成
分
献
血
は
回
復
が
遅
い

赤
血
球
な
ど
の
成
分
を
体
内
に
返
す

た
め
、
献
血
者
の
体
に
も
や
さ
し
い

200 毆

全 血 献 血

16歳 ～64 歳

男 性:45kg以上

400『哇

全 血 献 血

18歳～64歳

男性50kg以上
女性50kg以上

血 し ょう

成 分 献 血

18歳～64歳

男性45kg以上
女性40kg以上

血 小 板

成 分 献 血

18歳～54歳
男性45kg以上

女性4Dkg以上

血小板製剤 血しよう製剤　血しよう製剤 血小板製剤 赤血球製剤 全血製剤

血小板生産　 血液中の赤　 赤血球と血

低下による　 血球が不足　 しょうなど

血小板減少　 したときに　 同時に必要
症などに使　 使います。　 とするとき

います。　　　　　　　　 に使います。

血しょう分画製剤を

つくるためにたくさ
ん必要です。

外傷や外科手術など

大量 に血 小板を

必要と する 患者

さ ん に使い ます。

う
え
に
、
大
量
に
不
足
し
て
い
る
血

し
ょ
う
成
分
を
多
く
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特
に
成

分
献
血
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
少
な
い
献
血
者

数平
成
５

年
度
、
全
国

の
総
献
血
者

数
は

約
七
百

二
十
一
万

人
。

そ
の
う

ち

の
約
四
八
％

が
成
分
献

血
と
四
〇

〇

㎡
全
血
献
血
と
な
り

、
年

々
そ

の

割
合

は
高
く
な
り

つ
つ
あ

り
ま
す
。

し

か
し
、
約
七
百
二

十
一
万

人

と

い
う

数
字
は
、
献
血

の
可

能
な
人

口

（
十

六
上
（

十
四
歳

）
の
、
わ
ず

か

八
％

に
過
ぎ
ま
せ

ん
。

血
液
製
剤

の

国
内

自
給
を
目
指
す

た
め
に
は
、
ま

だ
ま

だ
献
血
者
数
を

増
や
し
て

い
く

必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま

た
、
血
液
に
は
寿
命

が
あ
り
ま

す
。
成
分

に
よ

っ
て
は
、
三

日
し

か

持
た
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の

た
め

に
は
年
間
を
通
し
て

過
不

足
な

血しよう

分画製剤

血 液 凝 固

因 子 製 剤

血しょう中に含まれる血

液凝固因子を取り出した

製剤です。出血症状を繰

り返す血友病の患者さん

の治療などに使います。

アルブミン製剤

大量の出血によるショッ

ク症状やがんなどの手術、

急性肝不全、重いやけど

などによって大量の水分
とアルブミンが失われた

ときなどに使います。

免 疫グ ロブ リ ン

製 剤

体内に病原体が入ったと

き、まっ先に病原体を攻

撃する「抗体」と呼ばれ

るものを補充するための

製剤です。感染症などの
治療や予防に使います。

く
供
給
で
き

る
体
制
を
確
保
す

る
こ

と
も
必
要

で
す
。

特

に
夏

と
冬
は
献
血
者

が
少
な
く

な
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

一
時
的

に
多
く

の
人

が
集
中
す
る
献

血
で
は

な
く

、
息

の
長

い
献
血
へ

の
協

力

が

求
め
ら
れ
て

い
ま

す
。

市
内
の
献
血
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

市
内
で
も
献

血
者
の
拡
大

に
向
け

て
、
年
間
約
百

日
、
約
百
五
十

の
会

場

で
献
血

バ
ス
な
ど
に
よ

る
献

血
が

行

わ
れ
て

い
ま
す

。
多
く

の
市

民
の

方
を
は
し

め
、
地
域
組
織

、
事
業
所

、

学
校

、
そ

の
ほ
か
奉
仕
団

体
の
皆

さ

ん
の

ご
協
力

に
よ

り
、
平
成

５
年
度

は
六
千
九
百
五

十
五
人
（
二
〇

〇
祠

に
換
算
し
て

九
千

四
百
八

十
五

本
）

の
方
か
ら
貴

重
な
血
液
を

提
供
し

て

い
た

だ
き
ま
し

た
。

し

か
し

、
平

成
５
年
度

に
県

内
で

必
要

と
さ

れ
る
血
液
の
需
要
（

血
し

ょ
う

分
画
製

剤
を
国
内
で

自
給
す

る

た
め
、
県
内

で
必
要

と
さ

れ
る
量

も

含
む

）
を
県

の
献

血
目
標

と
し

て
、

各

市
町
村
で

人
口
割
り
し

た
松
戸

市

の
目

標
値
（

一
万

七
千
八
百
十
本

）

に
は
、
ま

だ
程
遠

い
の

が
現

状
で
す

（

達
成
率
五
三

こ
二
％

）。

献

血
は
人

を
救
う

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

で
す

。
あ
な

た
も
温
か

い
思

い
や
り

の
心

で
、

ど
う

か
献

血
に

ご
協
力

く

だ
さ

い
。

今
日

も
ど
こ

か
で

あ
な
た
の
善
意

を
必
要

と
す
る
人

が
た
く
さ
ん

い
る

の
で

す
。

愛の献血（３ 月）

献
血
を
も
っ
と
よ
く
知
ろ
う

献血に関心のある

高塚新田

吉兼　栄子さん

献
血
つ
て
、
ち
ょ
つ
と
こ
わ
い

感
じ
が
す
る
の
で
す
が
…

Ｑ
　

献
血
の
際
に
病
気

が
う

つ
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
　

献
血
す
る
と
き
に
使
う
針
や

血
液

バ
ッ
グ
な
ど
は
、
一
人
ひ
と

り
新
し

い
も
の
と
交
換
し
て

い
ま

す
の
で
、
は
か
の
献
血
者
か
ら
肝

炎
や
エ
イ

ズ
な
ど
の
病
気
が
う

つ

る
心
配
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　

献
血
し
た
後
、
す
ぐ
に
普
段

の
生
活
に
戻

れ
る
で
し
ょ
う

か
。

Ａ
　

献
血
を
し
て
い
た
だ
く
際

は
、

医
師
に
よ
る
問
診
や
血
圧
測
定
、

血
液
比
重
の
検
査
な
ど
を
行

い
、

総
合
的
に
献
血
の
適
否
を
判
定
し

て

い
ま
す
。
健
康
状
態
が
不
良
と

認

め
ら
れ
る
人
な
ど
は
、
献
血
を

お
断
り
し
て

い
ま
す
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。
ま
た
献
血
後

、
車
の

運
転
や
軽
い
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
も

大
丈
夫
で
す
。

医 師による問診

Ｑ
　

献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
検
査

を
す
る
そ
う
で
す

が
、
検
査
の
結

果
、
病
気
が
発
見
さ
れ
不
利

益
を

受
け
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
か
。

Ａ
　
検
査
の
結
果
は
献
血
者
本
人

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
。
そ
れ
以

外
に
用
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

か
え
っ
て
気
が
つ
か
な
か
っ
た

病
気
が
献
血
で
発
見
さ
れ
、
早
く

適
切
な
治
療
を
受
け
て
、
大
事
に

至
ら
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
献
血
し
て
く
だ
さ
い千葉県船橋赤十字血液センター

管 理 課 長

酒 井　 孝 一 ｌXU

献
血
で
健
康
チ
エ
ッ
ク

血
液
は
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。

血
液
検
査

を
す
れ
ば
、
そ
の
人
の

健
康
状
態
が
分
か
り
ま
す
。
血
液

セ
ン
タ
ー
で
は
、
献
血
を
し
て

い

た
だ
い
た
方
に
、
肝
機
能

（
Ｓ
－

Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

な
ど
の
七
項
目
に
つ

い
て
生
化
学

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
（
四
〇
〇

㎡
全
血
献
血
、
成
分
献
血
に
つ

い

て
は
生
化
学
検
査
に
加
え
、
八
項

目

の
血
球
計
数
検
査
を
実
施

）。

そ
の
結
果
は
後
日
郵
送
で
、
献

血
者
本
人

に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま

す
。
こ
の
検
査
表
で
献
血
し
た
人

は
、
自
分

の
健
康

を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
期
的
に

献
血
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

都
度
、
貴
重
な
血
液

デ
ー
タ

が
得

ら
れ
る
の
で
、
健
康
管
理
に
役
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ

ご

活
用
く
だ
さ
い
。

お
世
話
に
な
っ
た
母
の

恩
返
し
の
つ
も
り
で

松
戸長

谷
川
　

加
代
さ
ん

な
お
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
エ

イ
ズ
検
査

）
は
、
輸
血
の
安
全
性

を
高
め
る
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す

が
、
そ
の
結
果
は
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
お
問
い
合
わ

せ
に
も

お
答
え
し
て

い
ま
せ
ん
。

輸
血
を
受
け
る
患
者

さ
ん
の
た
め

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
に
不
安
の
あ
る
方

や
エ
イ
ズ
検
査

を
目
的
と
す
る
献

血
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

健
康
管
理
に
役
立
つ

検
査
の

記
録
カ
ー
ド

献
血
を
始
め
た
の
は
、
册
が
手

術
で
た
く
さ
ん
の
血
液
を
使
っ

た

か
ら
で

す
。
そ

れ
以

来
、
恩
返
し

み
た
い
な
つ

も
り
で

献
血
を
し
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
た
お
世
話
に
な

る
が
分
か
り
ま
せ
ん
か

う
ね
。
自

分
の
血
液
が
少
し
で
も
お
役
に
立

つ
の
で
し
た
ら
、
今
後
も
協
力
し

て
い

き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
献
血

を
す
る
と
毎
回
血

液
を
検
査
し
て

く
だ
さ
る
の
で
、

自
分
自
身
の

健
康
管
理
の
た
め
に

も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

３
／
3
0

困

３
／
2
7

回

３
／
1
7

應

日
時

伊
勢
丹
松
戸

店
前

西
友
常
盤
平

店
前

ダ
イ
エ
ー

新
松
戸
店
前

場
　
所

午
前
1
0時
～
竹
時
4
5分

午
後
１
時
～
４
時

午
前
1
0時
～
午
後
４
時

午
前
1
0時
～
午
後
４
時

時
　
　
間

松
戸
つ
イ
オ
ン

ズ
ク
フ
ブ

松
戸
中
央
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

松
戸
東
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

主
　
催

確

な

り

松

さ

地

り

い

を

う

夕
　
・

織
　
｀
く

で

液

よ

一

で

組

は

づ

ん

血

の

口

ど

が

で

織

組

な

記

や

な

会

会

組

り

要

上

ブ

会

議

議

の

取

必

匸
フ

業

協

協

血

に

て

に

フ

エ

進
　
・

獸

及

つ

め

ズ

・

推

す

る

普

よ

た

ン

フ
　

ま

け

の

に

る

オ

ラ
6
1
い

お

血

・

す

イ

ク

市

て

に

献

す

1
1

保

ラ

ー
戸

れ

域

や

ま

匝健康管理課業務系
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いるよ！メダカがいる！コイも

市内の川に魚か
魚生息マップ

魚

か

戻

っ

て

き

た

の

は

み

ん

な

の

努

力

最
近
、
河
川
に
対
す
る
市
民
意

識
が
高
ま
り
、
「

家
庭
で
で

き
る

浄
化
対
策
」
の
実
施
率
も
年
々

向

上
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
河
川

の
愛
護
団
体
の
活
動
も
盛
ん
に
な

っ
て

き
て
い
ま
す
。

市
で

も
下
水
道
事
業
を
推
進
し

た
り
、
汚
れ
の
著
し
い
河
川
に
浄

化
施
設
を
設
置
す
る
な
ど
、
水
質

の
浄
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
４

年
度
に
は
市

内
の
河
川
に

清
流
を
取
旦

民
そ

う

と
「
川
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
事
業
推
進
の
体
制
が

い
っ
そ
う
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

川
の
水
質
が
徐
々
に
き
れ
い
に

な
り
、
魚
が
戻

っ
て
き
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
全
体
的
な
取
り
組
み

の
成
果
と
い
え
ま
す
。

こ
ん
な
場
所
に
も
魚
が

坂
川
な
ど
で
観
察
で

き
る
魚
を

地
図
に
落
と
し
て
み

ま
し
た
。
思

っ
た
よ
り
も
多
く
の
種
類
の

魚
が

す
ん
で
い
ま
す
。

同
じ
坂
川
の
流
域
で
も
、
場
所

に
よ
っ
て
観

察
で
き
る
魚
の
種
類

が
違
い
ま
す
。

新
松
戸
駅
前
の
新
坂
川
で
も

カ

ダ
ヤ
シ
と
い
う
メ

ダ
カ
に
似
た
魚

が
群
れ
を
成
し
て
泳
い
で
い
ま
す
。

ボ
ウ
フ
ラ
を
食
べ
る
の
で

蚊
の

発

生
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

も

つ

と

親

し

め

る

川

に

魚
は
戻

っ
て
き
ま
し
た

が
、
川

を
さ
ら
に
親
し
め
る
も
の
に
す
る

に
は
、
ま
だ
ま
だ
、
大
き
な
問
題

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
題
点
と
解
決
の
方
法
を
挙
げ

て
み
ま
し
た
。

①
水
を
も
っ
と
き
れ
い
に
す
る

坂
川
の
水
は
、
少
し
ず
つ

き
れ

い
に
な
っ
て

き
た
と
は
い
う
も
の

の
、
ま
だ
汚
れ
て
い
る
こ
と
に
変

わ
り
は
あ
り
・ま
せ
ん
。

坂
川

を
本
当
に
生
き
た
川
に
し

て
い
く
に
は
、
さ
ら
な
る
水
質
浄

化
が
必
要
で
す
。

建
設
省
で
は
現
在
、
千
葉
県
や

松
戸
市
な
ど
と
、
川
の

水
質
浄
化

を
緊
急
に
実
現
す
る
た
め
の
計
画

「
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1
」
を
策

定
中
で

す
。
今
後
は
そ
の

計
画
に

沿
っ
て

、
国
・
県
・
市
が
一
体
と

な
っ
て

浄
化
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
よ
代

坂
川
の
水
質
浄
化

も
さ
ら
に
推
進
さ
れ
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
の
役
割
も
重
要
に
な
っ

て

く
る
と
思
い

ま
す
。

②
ご
み

を
な
く
す

心
な
い
ご
み
の
投
げ
捨
て

が
、

せ

っ
か
く
魚
の
戻

っ
た
川
の
イ
メ

ー
ジ
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
行
政
機

関
で

も
、
川
の

ご
み

拾
い
を
し
て

い
ま
す
が
、

ご
み

は
一

向
に
な
く

な
り
ま
せ
ん
。

ご
み

を
な
く
す
に
は

、
市
民
一

人
ひ

と
り
の
心
掛
け
が
必
要
で

す
。

③
水
の
量
を
維
持
す
る

昔
は
い
た
る
所
に
あ
っ
た
わ
き

水
が
、
市
内
の
河
川
の
源
流
と
な

っ
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
が
、
現
在
で
は
わ
き
水
が

激
減
し

、
川
の
水
の
ほ
と
ん
ど
が

家
庭
か
ら
流

さ
れ
る
排
水
に
な
っ

て
い
ま
す
。

下

水
道
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
ら

の
家
庭
か
ら
の
排
水
が
川
に
入
ら

な
く
な
る
と

、
水
は
汚

れ
な
い
反

面
、
水
量
が
減
っ
て
し
ま
う
と
い

う
問
題
が
起
こ
り
ま
す
。

そ
こ
で

、
雨

水
を
地
下
に
浸
透

さ
せ
た
り
、
緑
地
を
保
全
す
る
な

ど
し
て
、
川
の

水
を
増
や
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
よ

う
に
、
今
後
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
市
が
、
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

川をきれいに

六
関
川
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
旭
町
小

学
校
で
は
、
学
校
わ
き
の
水
路
で
水
中

の
微
生
物
の
観
察
、
ご
み
拾
い
、
水
の

実
験
な
ど
、
川
に
関
す
る
体
験
学
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
四
年
生
が

川
に
つ
い
て
勉
強
し
た
こ
と
を
感
想
文

に
し
て
く
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま

す
。

戸張　 祐 太くふ

気
を
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
こ
と

今
の
坂
川
は
、
ぼ
く
も
そ
ん
な
に
す
き
じ
や
な
い

け
ど
、
み
ん
な
が
ゴ
ミ
な
ど
自
分
で
気
を
つ
け
れ
ば
、

い
ろ
い
ろ
な
魚
が
す
め
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

魚
が
す
め
れ
ぱ
魚
つ
り
な
ど
で
あ
そ
べ

る
か
ら
、

こ
れ
が
ら
は
坂
川
や
ほ
か
の
川
に
も
、
ゴ
ミ
な
ど
を

す
て
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
か
。

坂
川
に
自
転
車
や
パ
イ
プ
が
約
八
十
台
も
す
て
て

あ
る
と
き
い
た
時
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
ぼ
く
た
ち
が
坂
川
に
ゴ
ミ
を
す
て

た
り
し
な
け
れ
ば
、
坂
川
は
き
れ
い
に
な
る
ん
だ
か

ら
気
を
つ

け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

野田　 弥沙。,し

力
を
あ
わ
せ
て
き
れ
い
な
川
に

今
、
坂
川
は
と
て
も
き
た
な
い
。

私
は
昔
坂
川
で
泳
げ
た
と
き
い
て
、
私
た
ち
も
み

ん
な
で
泳
い
で
み
た
い
な
ー
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
い

ろ
い
ろ
な
く
ふ
う
を
し
な
き
や
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

人
々
み
ん
な
が
よ
ご
し
た
川
な
ん
だ
か
ら
、
私
た

ち
み
ん
な
が
ま
た
、
坂
川
を
と
り
も
ど
し
、
す
こ
し

ず
つ

き
れ
い
に
し
て
、
魚
が
た
く
さ
ん
す
め
る
よ
う

な
川
に
し
た
い
で
す
。

み
ん
な
で
努
力
す
れ
ば
、
坂
川
も
よ
み
が
え
り
、

き
れ
い
な
川
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。

市
内

の
灯
油
・

ガ
ソ
リ
ン

価
格
の
調
査
結

果

市
で

は
毎
年
、
灯
油
の
販
売
時

期
に
価
格
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

灯 油の 価 格（松戸市内1膕 の価格）

調査月 種　別 ガソリンスタンド 燃料店 市内平均 前年同月比

平成６

年12月

店頭渡し 805円 ｱ25円 ｱｱO円 △Λ1％

配　　達 949円 /9/円 859円 △6.796

平成フ

年1 月

店頭渡し ｱ65円 ｱ08円 ｱ39円 △3.7%

配　　達 90/円 Z86円 839円 △8.2％

ガ ソ リ ン の 価 格

(松戸市内･ﾚｷﾞﾕﾗｰ ｶﾞｿﾘﾝり の価格)

調査月 平均価格 前回調査比

平成６

年夘月
馴ﾉ円 △1.795

平成フ

年1 月
佃9円 △6.8%･

今
年
も
昨
年
に
続
い
て

価
格
の
低

下

が
見
ら
れ
ま
す
。
円
高
や
暖
冬

の
ほ
か
に
も
い
わ
ゆ
る
「
価
格
破

壊
」
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。

な
お
、
灯
油
の
ほ
か
に
ガ
ソ

リ

ン
も
併
せ
て
調
査
し
ま
し
た
の
で

、

参
考
に
し
て

く
だ
さ
い

。

黷
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
四
郎
Ｔ
＝
7

3
2
9

番

※価格は すべ て消費税を含みます。

八はマイ ナスを 表し ます。

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

縦

覧

期

間

を

４

月

に

変

更

毎
年
３

月
１
日
か
ら
2
0日
の
間

に
行
っ
て

い
る
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
を
、
地
方
税
法

改
正
の

た
め

、
今
年
に
限
り
４

月
に
変
更

す
る
予

定
で

す
。

縦
覧
期
間
は
、
決
ま
り
次
第
広

報
ま
つ
と
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

黯
資
産
税
課
税
課

住

ま

い
に

困

っ
て

い
る

高

齢

者

の

方

へ

六
十
五
歳
以
上
の
幤
身
者
、
ま

た
は
六
十
五
歳
以
上
の
人
と
六
十

歳
以
上
の
人
だ
け
で

構
成
さ
れ
て

い
る
世
帯
で

、
現
在
立
ち
退
き
な

ど
を
迫
ら
れ
て
困
っ
て
い

る
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た

、
こ
の
よ
う
な
人
に
住
ま

い
を
提
供
で

き
る
人
が
い
ま
し
た

ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

偃一
住
宅
課
公
営
住
宅
係

母

子

家

庭

お

よ

び

父

子

家

庭

児

童

に

入

学

・

就

職

祝

い
金

を

お

渡

し

し

ま

す

４
月
に
小
・
中
学
校
と
高
等
学

校
（
各
種
学
校
等
を
含
む
）
に
入

学
す
る
児
童
、
ま
た
は
中
学
校
を

卒
業
し
て
就
職
す
る
児
童
が
い
る

母
子

家
庭
お
よ

び
父
子

家
庭
に
、

お
祝
い
金
を
お
渡
し
し
ま
す
。

対
象
に
な
る
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
平
成
７

年
３
月

―
日
現
在
、

市
内
に
住
所
が
あ
り

、
引
き
続
き

居
住
見
込
み
の
母
子

家
庭
お
よ

び

父
子
家
庭
　

支
給
額
児
童
一
人
に

つ
き
、
入
学
祝
い
金
＝
八
千
円

、

就
職
祝
い
金
＝
七
千
円

惠
３
月
１
日
困
～
９
日
困
ま
で
に
、

３
月
１
日
以
降

の
庄
民
票
（
家
族

全
員
）
　・
印
鑑
・
振
り
込
み
口
座

（
扶
養
者
名
義
で
郵
便
局
は
除
く
）

の
分
か
る
も
の
・
高
校
入
学
者
は

入

学
許
可

証
の
写
し
を
持
参
し
、

母
子
家
庭
は
福
祉
事
務
所
、
父
子

家
庭
は
援
護
課
へ

２

月

は

特

別

土

地

保
有

税
（
取

得

分

）

の

申

告

納

付

月

で

す

対

象
平
成
６

年
１

月
１
日
か
ら

1
2月
3
1日

の
間
に
、
市
内
の
土
地

を
合
計
し
て

千
平
方
μ

以
上
取

得

し
た

個
人
お
よ
び
法
人
　

税
額
土

地
取

得
価
額
に
三
％

を
乗
じ
た
額

か
ら
、
不
動
産
取
得
税
相
当
額
を

控
除
し
た
額
　

申
告
納
付
期
限
２

月
2
8日

㈹

茴
税
制
課
諸
税
係

松

戸

市

観

光
協

会

推

奨

制

度

が

で

き

ま

し

た

松
戸
市
観
光
協
会
で
は

、
市
内

の
観
光
資
源
・
観
光
施
設
、
物
産

品
を
総
合
的
に
育
成
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ら
の
中
で
優
秀
な
も
の

を
推

奨
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

対
象
①
観
光
資
源
（
郷
土
芸
術
・

郷
土
文
化
・
無
形

文
化
財
な
ど
）

②
観
光
施
設
（
歴
史
的
な
寺
社
・

店
舗
・
史
跡
な
ど
）
③
物
産
品
玉

産
物
・
特
産
品
な
ど
）
　
特
典
推

奨
状
・
推
奨
プ
レ
ー
ト
を
授
与

申
込
期
間
３
月
1
0日

㈹
ま
で
　

費

用
審
査
料
と
し
て
観
光
資
源
・
観

光
施
設
一
万

五
千
円
、
物
産
品
一

万

円

鵞
松
戸
市
観
光
協
会
事
務
局
・
‘
6
4

－
3
1
1
1

番

慢

性

肝

炎

医

療

相

談

会

３
月
４
日
出

午
後
２
畤
か
ら

会
場
柏
市
中
央
公

民
館
四
階
会
議

室
　

費
用
無
料

筒
千

葉
肝
臓
友
の
会
事
務
局｛
1
0

4
7
4
－
6
9－
3
2
2
2

番

市

民

会

館

ホ

ー

ル

は
３

月

中

利

用

で

き

ま

せ

ん

市
民
会
館
ホ
ー
ル
は
床
部
改
修

工
事
の

た
め
、
３

月
１
日
圉
か
ら

3
1日
白
ま
で
の
間
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。

※
会
議
室
等
の
利
用
・
受

付
事
務

は
、
平
常
通
り
行
い
ま
す
。

鷓
市
民
会
館｛
1
6
8－
1
2
3
7

番

市
内
の
代
表
的
な
川
の
坂
川
が
、
最
近
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
時
は
と
て
も
汚
れ
が
進
行
し
、
ド
ブ
の

よ
う
だ
っ
た
坂
川
で
す
が
、
最
近
は
水
質
が

改
善
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
魚
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
せ
い

か
、
魚
釣
り
を
す
る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。今

回
は
、
坂
川
で
確
認
で
き
た
魚
を
紹
介

し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
川
を
み
ん
な
が
親
し
め
る
も

の
に
す
る
の
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

黷
川
を
き
れ
い
に
す
る
推
進
本
部
（
市
役
所

景
観
担
当
室
内
）

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
は
３
月
1
5日
水
ま
で
で
す

受
付

日

時
・・
１
３

月
1
5
日

吠

ま
で

の
午
前
８
時
3
0分
～
午

後
５

時
（
土
・

日

曜
日

は

受
け

付

け

ま
せ

ん

）

受
付

場
所
Ｅ

市

役
所

本

館
二

階

大

会

議
室

・

各

支

所

申

告

を
す

る
人
・・
示

成
７

年
１

月
１

日

現

在

、

市
内

に

住

ん
で

い

て

、
６

年
中

に

所

得

が
あ

っ
た

人

や

退

職
し

た

人

な

ど

※
所

得

が
な

く

、

ど
な

た

の
扶

養

に

も

な

っ
て

い

な
い

人

も

申
告

が

必
要

で

す

。

申
告

を

し

な
い

と

、

各
種

手

続

き
に

必

要

な

証

叨

書

等
の

交

付

が
受

け

ら

れ
ま

せ

ん

。

申

告

し

な

く
て

も
よ

い

人

＝
・
給

与
所

得

の
み

で

、

勤
務

先

か

ら

給

与
支

払

報
告

書

が

市

役
所

に

提

出

さ
れ

、

住
民

税

が

天
引

き

さ

れ

る

人

（
勤

務

先
で

確

認
し

て

く

だ

さ

い
）。
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

人湊
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
円
以
下
の
大
は
、
確
定
申
告

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
で

す
。

準
備
す
る
も
の
・
合

源
泉
徴
収

票
・

給
与
明
細
湃
・
支
払
調
書
な

ど
②
収
支
の
分
か
る
帳
簿
な
ど
③

６

年
中
に
支
払
っ
た
健
康
保
険
料
・

国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・

損
害
保
険
料
・
医
療
費
な
ど
の

領

収
書
ま
た
は
証
朗
書
④
配
偶
者
の

収
入

が
分
か
る
も
の

⑧
印
鑑

※
郵
送
に
よ
る
申
告
も
受
け
付
け

ま
す
。

※
期
間
中
は
、
駐
車
場

が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で

、
自
動
車
で

の

来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

翹
］市
民
税
課

休

診

の

お

知

ら

せ

２
月
2
3日
南
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院

外
科
外
来
は
休
診
し
ま
す
。

圃

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院
総
務
課
容
9
1

1
5
5
0
0

番

戻ってきた



※電 話での予約はでき ません。チケット は売り 切れの場合があり ます。

20歳になったとき 住所・氏名か変わったとき 就職したとき

自 営業や学生の人は届け出を

（厚生年金･ 共済組合加入者を

除く）

住民票の届け出と同時

に

国民年金の届け出も

第１号被保険者が、厚生年金・

共済組合に加入したら喪失届け

出を（第２号被保険者へ）･扶養

している配偶者のいる人は配偶

者の届け出を

必要なもの　印鑑 必要なもの　印鑑・年金手帳 必要なもの　印鑑、本人・配偶

者の年金手帳、健康保険証

退職したとき 結婚したとき 転職したとき

厚生年金・共済組合をやめたと

きは国民年金の加入の届け出

を。扶養している配偶者がいる

人は合わせて届け出を。

結婚してｻﾗﾘｰﾏﾝ の被扶養

配偶者になったときなど。

譫 ⊇

・ 皀羨 り

第３号被保険者の配偶者が会社

などを変わったとき

厚生年金φく冫厚生年金

厚生年金今φ共済組合

共済組合今《か共済組合

必要なもの　印鑑、本人・配偶

者の年金手帳・離職証明肅

必要なもの　印鑑、本人・配偶

者の年金手帳、健康保険証、第
３号被保険者該当届書

必要なもの　印鑑
、本人・配偶

者の年金手帳、健康保険証、離
職証明書

表

１

国
内
に
住
ん
で
い
る
二
十
歳
以

上
で
六
十
歳
未
満
の
人
は
、
み
ん

な
国
民

年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ

ん
。
平

成
３
年
４

月
か

ら
は

、
二
十
歳
以
上
の
学
生
の

皆

さ
ん
も
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
二
十
歳
に

な
っ
て

も
ま

だ

加
入
し
て

な
い
人
は

、
将
来
満
額

の

年
金
（
老
齢
基
礎
年
金
）
を
受

け
取
れ
な
い

恐
れ
も
あ
り
ま
す
の

で

、
至
急
加
入
の
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

あ
な
た
は

何
号
被

保
険
者
？

第

一

号

被

保

険
者
・・
・
二

十

歳
以

圭
（

十

歳

未

満
で

自
営

業

、

農

林

業
な

ど

に

従

事

す

る
人

と

そ
の

家

族
。

二

十

歳
以

上

の

学

生

第

二

号

被

保

険
者

Ｅ

会

社

員
や

公

務

員

の

人

第

三

号

被

保

険
者
・・
・
厚

生

年
金

や

共

済

組

合

な
ど

の

加
入

者
に

扶

養
さ

れ
て

い

る
配

偶

者
で

、
二

十

歳
以

上

六

十

歳

未
満

の

人

〔

保
険

料
は

あ

な

た

自
信

が

納

め

る

必
要

は

あ

り

ま
せ

ん

。
厚

生

年

金

（
共

済

組

合

）

制

度
全

体

と
し

て

負

担

す

る

仕

組
み

で

す

か

ら

、

給

料
か

ら

天

引

き

さ

れ
る
こ

と

も

あ
り

ま

せ

ん

〕

人
生
八
十
年

時
代
が
到

来
し
、
日
本

は
世
界

一
の
長
寿
国

に
な
り

ま
し

た
。

豊
か
な
老
後
を
支
え
る
国

民
年

金
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て

い
ま
す

。

国

民
年

金
は

、
老
後
の

生
活
を
支
え

る
だ
け
で

な
く
、

病
気
や
け

が
で
障
害

が
生
じ
た

と
き
や
夫
が
亡

く
な
っ
た
と

き
な

ど
に

、
障
害

者
や
遺
族
の

生
活
を

支
え

る
「
国
民

が
世
代
を
超

え
て
互

い
に

助
け
合
う

制
度
」
で
す
。
万

一
の
と
き

や
老
後
を
安

心
し
て
暮
ら

す
た
め
に

も
、
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し

ま
し

ょ
う
。

いじめ防止に ご活用ください

家庭版 いじめ防止リーフレットを作成

最
近
、
い
じ
め
を
原
因
と
す
る

事
故
が
相
次
ぎ
、
大
き
な

社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
め
の
原
因
や
背
景
に
つ

い

て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
複
雑

に
絡
み

合
っ
て
お
り
、
特
に

、
い

じ
め
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
は
、

自
尊
心
と
報
復
へ
の
恐
れ
か
ら
家

族
や
担
任
教
諭
に
知
ら
れ
な
い
よ

う

に
と

隠
し
て

い

る
こ

と

が
多

く

、
と
も
す
れ
ば
い
じ
め
の

発
見

は
遅
れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
大
変
心
配
さ

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
市

教
育
委
員
会
や

各
学
校
で

は
種
々

の
対
策
を
講
じ
て
、
い
じ
め
問
題

が
生
じ
な
い
よ
う
懸
命
に

努
力
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
じ
め
を
解
決
す
る

た
め
に
は

、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

必
要

が
あ
り
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で

は
、
保
護
者

が
、
い
じ
め
を
早
期
に
発
見
し
て

素
早
く
対

応
で
き
る
よ

う
に
す
る

た
め
、
い
じ
め
防
止
の
リ

ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
、
各
学
校
を
通
じ

て

家
庭
に
配

布
し
ま
し
た
。

市
民
の

皆
さ
ん
に
も
ご
活
用
い

た
だ
き
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

温
か
く
見
つ
め
、
も
し
不

審
な
様

子
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
し
た

ら
学
校
や

教
育
機
関
に
ご
相
談
く

だ
さ
る
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

茴
市
教
育
委
員
会
指
導
課
登
6
6
1

7
4
5
8

番

こ
ん
な
と

き
は
届
け

出
を

国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六

十

歳
ま
で

の
四
十
年
間
、
だ
れ
も

が
加
入
し
ま
す
。
学
生
や

会
社
に

勤
め
て
い

る
期
間
も
あ
れ
ば
、
家

6
5歳

に

な

っ

た

ら

老

齢

基

礎

年

金

老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
五
年

の
資
格
期
間
（
保
険
料
を
納
め
た

期
間
や
保
険
料
免
除
期
間
等
を
合

わ
せ
た
期
間
）
を
満
た
し

た
人

が
、

六
十
五
歳
に

な
っ
た
と
き
か
ら
受

け
取
れ
ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば
六

十
歳
以
降
い
つ
か
ら
で

も
受
け
取

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
六
十
四
歳
以

前
か
ら
受
け
取
る
と
減
額
さ
れ
、

六
十
六
歳
以

降
か
ら
受
け
取
る
場

合
に
は
増
額
さ
れ
ま
す
（
表
３

）
。

な
お
、
一
度
減
額
・
増
額
さ
れ

た
支
給
率
は

、
生
涯
変
わ
り
ま
せ

ん
。ま

た
受
け
取
れ
る
年
金
額
は
表

２
の
と
お
り
で
す
。

病

気

や

け

が

を

し

た

ら

障

害

基

礎

年

金

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
て

、

病
気
や
け

が
で
一
級
な
い
し
二
級

の
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
受
け

取
れ
ま
す
（
表
４

）
。

業
を
継
い
だ
○
、
結
婚
し
た
り
な

ど
、
身
の
回
り
に

さ
ま
ざ
ま
な
変

化
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ
に
従
っ
て

国
民
年
金
の
加
入
の
仕
方
も
変
わ

っ
て

く
る

場
合

が

あ
り
ま

す
の

で
、
必
ず
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

夫
に
先
立

た
れ

た
ら

遺

族

基

礎

年

金

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な

っ
た
と
き
、
一

緒
に
暮
ら
し
て
い

た
十
八
歳
未
満
の
子
（
障
害
者
は

二
十
歳
未
満
）
が
い
る
妻
、
ま
た

は
十
八
歳
未
満
の
子
が
受
け
取
れ

ま
す
（
表
５

）
。

あなたの老齢基礎年金は表 ２

保 険料納付済月数 十(保険料 免除月 数×1 ／3)
780,000円×

※加入可能年 数Ｘ12

※昭和諂年 ４月 ２日 以降に生まれの人 については、40年 。

それ以前の生ま れの人については 、生 年月日によっ て異

なり ます。

※年金額は 、保険 料納付済期間によ って変わり ま す。

国民年金制度が変わります

・高齢者任意加入制度の特例措置

65歳までの高齢任意加入によって

も加入期間か足りない人のため、昭

和30年４月１日以前生まれの大に限

り70歳までの間、資格期間を満たす

まで加入できます。

･サラリーマンの配偶者の保険料納

付済期間算入措置の特例

平成 ア年４月から９年３月の間に

届け出を行えば、末届け期間が算入

されます。

・年金教育資金貸付制度の創設

佃年以上加入した人の親族が高

校・大学等に入学・在学する場合、

教育資金（学生１人当たり50万円）

を千葉県年金住宅協会(0043-225

－8167番）から借りることができま

す。

表３　年金の繰り上げ・繰り下げ支給率

年齢 60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳

支給率 58％ 65％ 72％ 80％ 89％ 100％112% 126％143％ 笥4％188％

一第 １号被 保険者 が受 けら れる年 金･

・付 加年金

月 額400 円 の付 加保険 料を 納めた

人には､ １ヵ 月当たり200 円×付加保

険料 納付済月数の額が老 齢基礎年金

に加 算さ れます。

・寡（ か）婦年 金

老齢 基礎年 金を受ける資 格期間の

ある夫（ 婚姻期間10年以上 ）が老齢

基 礎年 金を 受 け ずに 亡くな っ たと

き、妻 が60歳がら65 歳になる までの

間、夫が受けるこ とができた はずの

老齢基 礎年 金（ 付加年金を除く ）の

４分の ３が受けら れます。

・死亡一時 金

保険料を ３年 以上納めた人 が年金

を受け ずに亡く なったときに 、生計

を同じくしてい た遺族に支給さ れま

す。

･表 ４　 障 害 基 礎 年 金 の年 額-

１級障害　975,000 円

２緞障害　780,000 円

崇加入期間のう ち保 険料を ３分の

２以 上 納 め てい るこ と が 必要

（免除期間を 含む）です。

※平成18年 ３月31日 以前に初診日

がある場 合、初診日 前の１年間

に保険料の 滞納がな ければよい

ことになっ てい ます。

※20歳前に１級 または２級の障 害

者になった人 は、20歳になった

ときから 支給さ れます。

※65歳で受け取る 年金額を100 ％とする。

一表 ５　 遺 族 基 礎 年 金 の 年 額 一一

子 が1 人　1,004,400 円

子が ２人　1,228,800 円

子が ３人　1,303,600 円

※亡く なっ た人 が老齢基 礎年 金を

受けら れる 資格期間を満たし て

いる が，死 亡日 前の加入 期間の

う ち保険 料を ３分の ２以 上納め

ていること が必要（免除 期間を

含む）で す。

※平成18 年３月31日以前に 死亡日

前の １年 間に保険料の滞 納がな

ければよいこと になってい ます。

人
生
八
十
年
時
代
到
来

あ
な
た
の
老
後
を
支
え
る
国
民
年
金

国民年金は
世代と世代の助け合い

老
後
や
万

一
の
と
き
の
生
活
を

支
え
る
年
金
も
、
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
病
気
や
事
故
の

と
き
に
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
取

れ
な
か
っ
た
り
、
未
納
期
間
が
多

い
と
将
来
老
齢
幕
礎
年
金
さ
え

も

受

け
取

れ
な
い

場

合
が

あ
り
ま

す
。
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。平成 ア年４月から

保険料は月額11,Z00円に，

老齢基礎年金は月額65,458円

になる予定です。

う ちの子は　 だいじよう ぶかしら？● 持ち物をひんぱんになくし たり 、壊さ

れたりする●教科書やノートなどに落書きされている●お金をたびたび要求

したり、家庭内で金銭が紛失する●表情がさえず、おどおどした様子が見ら

れる●衣服を異常に汚したり破られたりして帰宅する●傷やあざをつけて帰

ること が多く 、 その原因に 疑問が残る● 家族のささいな 言葉にイライラし た

り 反発したり する ●口 数が 少なくなり 、休日でも家 の中 にとじ こもりがちに

な る●欠席 、遅刻、早退が多くなり 、転校したいなどと口 走る ●家族と の接

触を避け何か かくし ているような 気配がある。

もし 、不審なこと があ れば● 担任 の先生に相談し てみてく ださい● わが子が

いじ めら れてい ると 分力 つたとき は、本人を責めることより も気 持ちを 聞い

てあげること が大切です●いじ めは大人が間に 入り なければ解決できない 場

合が多いもの です●傷害･ 恐喝など 刑法にふれるようないじ めがあるときは 、

迷わ ず警察 へ届け てく ださい。　　　　　　　　 （リ ーフレット から 抜粋）

だれにも言えない
あなたの悩みにこたえます

保
険
料
の

納
付
は

便
利

で
確

実
な

口
座

振
替
で

保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
年

金
を
満
額
受
け
取

れ
な
い
な
ど
の

不
利
益
を
被
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

忙
し
く
て
保
険
料
を
納
め
る
余

裕
が
な
い
人
は
、
納
付
の
手
間
が

省
け
て

確
実
な
口
座
振
替
制
度
が

便
利
で

す
。

お
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
除
く
）
の
窓
口
で

ご
相
談

く
だ
さ
い

。

納
付
が
困
難
な
と
き
は
保
険

料
の
免
除
も

病
気
や
失
業
・
営
業
不
振
な
ど

で

、
所
得
が
な
く
て

保
険
料
を
納

め
る
こ
と

が
困
難
な
人
は

、
保
険

一人で悩まず　すぐ電話を
むやみに なや むな

き ６３- ７８ ６７

松 戸市 少 年 セ ン ター

少年センターでは、いじめの問題や青少年の悩み事など、さまざ

まな相談に応じています。学校やほかの人に相談できないような悩

み事など、どんな小さなことでもためらわずに相談してください。

教育や青少年の悩み事は、 下記の機 関でも相談で きます。

松戸市教育研究所B66-7461 番・松戸市教育委員会指導課

S66-ｱ458 番・干葉地方法務局松戸支局S63-6278 番

料
が
免
除
さ
れ
る
場
と
か
あ
り
ま

す
。平

成
７

年
度
の
免
除
申
告
は
４

月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の
で

、
納

付
書
と
印
鑑
を
持
参
し
て

、
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
免
除
申
請
は
一

年

ご
と
に
更
新
が
必
要
で

す
）
。

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
受

給

資

格
期

間
に

算
入

さ
れ
ま

す

が
、
免
除
期
間
の

年
金
額
は
納
付

し
た
場
合
の
三
分
の
一
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
十
年
以

内
で

あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料

を
納
め
る
こ

と
の
で

き
る
追
納
制

度
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

固
国
民
年
金
屎

国民年金推進委員が、

皆さんのご家庭を訪問

しています。

お気軽にご相談ください。

ご
参
加
く
だ
さ
い

市
政
見
学
会
参
加
者
募
集

市
民
の

皆
さ
ん
に
市
政
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
政

見
学
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル

や
町
内
な
ど
の
グ
ル

ー
プ
で

、
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

日

時
…
毎
週
水
曜
日
、
午
前
８

時
5
0分
～
午
後
３

時
3
0分

対
象
…
市
内
の

各
種
団
体

定

員

…

各

回
二

十

人

費
用
・
・・
無

料
（
有
料

施

設
を
選

択

し

た

場

合
は

実
費

の

負

担

あ
り

）

圃
一
実

施

希
望

日

の

臈

す

る

月
の

三

ヵ

月

前

か
ら

二

ヵ

月

間

、

電
話
で

広
報

課

へ
（
先
着

順

に

受
け

付

け

）

※
現

在

、
４

・
５

月

分

を

受
け

付

け
て

い

ま

す

。

市 政 見 学 コ ー ス

市 役 所 （ 集 合 ）

く　 レ

公設地方卸売市場または中央 保健センター

ミ　 レ

21世紀の森と広場または市立博物館（有料）

ミ　 シ

クリ ーン センタ ー（昼食）

弋 レ

消防局または戸 定歴史館（有料）

く　 レ

市役所（ 解散）

※　　　　　 は選択制で す。 施設の都合によ

り希望 施設を見学できない 場合もあり ます。

障

害

児

を

対

象

に
プ

ー

ル

会

員

を
募

集

毎
月

第
二

土

曜
日

午
前
1
1
時

～
正

午
　
会
場
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ

ー
プ
ー
ル
　

対
象
障
害
児
（

者
）

と
そ
の
家
族
　
費
用
年
三
千
円

岌
水
泳
指
導
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
塢
圉
（
河

原
塚
中
学
校
内
）
登

9
1
1
6
1
6
1
番

パ

ー
ト

看

護

婦

募

集

対

象
五
十
五
歳
ま
で

の
看
護
婦

お
よ

び
准
看
護
婦
有
資
格
者
　
業

務
内
容
市
立
小
・
中
学
校
で
の
結

核
検
診
補
助
　
勤
務
期
間
４
月
中

旬
か
ら
６

月
末
　
募
集
人
員
若
干

名鬩
教
育
委
員
会
保
健
体
育
課

登
6
6

－
7
4
5
9

番

福

祉

公

社

職

員

を

募

集

職
種
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
コ

ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
　
募
集
人
数
若
干

名
　

資
格
昭
和
4
1年
４
月
２
日
以

降
に

生
ま
れ
た
、
保
健

婦
ま
た
は

看
護
婦
の
有
資
格
者
（
５
月
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
も
可

）

で

、
市
内
の
医
療
機
関
に
勤
め
て

い
な
い
こ
と
　

勤
務
週
五
日
勤
務

で

、
土
・
日
・
祝
日
勤
務
あ
り

受
付

期
間
２
月
2
8日
内
ま
で

醴
聯
松
戸
市
福
祉
公

社
合
6
8
1
2

9
4
1

番
２
月
2
4日
應
に
、
松

戸
市
の
「
新
用
途
地
域

見
直
し
案
」
を
広
報
ま

つ
ど
用
途
地
域
改
正
特

集
号
と
し
て
発
行
し
ま

す
。

市
役
所
に
お
い
で
の
方
へ

２
月
・
３
月
は
駐
車
場
が
特
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、

ご
来
庁
の
際
に
は
電
車

Ｉ
バ
ス
等
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

床

下

薬

剤

を

散

布

し

ま

す

床
下
薬
剤
の
散
布
を
、
６
月
2
9

日
ま
で

の
予

定
で

行
い
ま
す

行

程
は
順
次
広
報
ま
つ

ど
に
掲
載
し

ま
言

。

当
日
は
、
市
職
員
が
各
家
庭
に

伺
い
、
床
下
や
畳
に
発
生
し
や
す

い
ノ
ミ

ー
ダ
ニ
な
ど
の
発
生
を
防

）は午後 に実施平成７年床下薬剤散布日程表〔３月分〕（

ぐ
薬
剤
を
、
床
下
の
通
風
囗
か
ら

散
布
し
ま
す
。

※
雨
で
中
止
の
場
合
は

、
全
日
程

終
了

後
に
実
施
し
ま

す
。
延
期

分
の
日
程
に
つ
い
て

も
、
広
報

ま
つ
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

憫
生
活

環
境
課
環
境
衛
生
係

日　程 散　布　町　会・自　治　会

１㈲ 上本郷第１
２附 上本郷第２
3働 上本郷第３

６(月) 稔台第１・第３・第４・（ 八柱）
７(火) 稔台第２・第５・第10 ・ 稔台南・（稔台第７）

8團 稔台第８・第９・（稔台第６）
9困 栄町ア丁目・８丁目

10刪 栄町３丁目・４丁目・５丁目
13回 栄町６丁目・古ヶ崎本田第３

14C火） 栄町西・栄町坂川
1肺 古ヶ畸本田第１・第２

16内 古ヶ崎新田
17圀 古ヶ崎新田・北松戸

20(月) 栄町１丁目・２丁目・相模台

22圉 樋野口・平潟・納屋川岸

23困 緑ヶ丘第１・第２・胡録台大畑

24圀 胡録台第１・第２・第３・第４・第５・胡録台高見

27(月) 松戸新田第１・松戸新田東

28吠） 松戸新田第５･第６･寒風台･(さつき会･松戸新田みなづき)

29伽 松戸新田第４・仲井町

30困 上本郷松郷・河原塚南・（河原塚南山）

31廊 陣ヶ前・旭ヶ丘

国
民
健
康
保
険
料
第
九
期
の
納
期
限
は
２
月
2
8日
固
で
す
。

森のホール21　チケットセンター

チケットガイド

公演日 公　 演　　名 会　場 開貭時間 贄　　　　 用

３／５日
アマラウ・ビエイラ　ピアノリ

サイクル
～情熱のピアニスト～

森のホール
21
大ホール

午後６時
30分

S/4,500 円
A/4,000 円
B/3,000 円

７(火)リューボフ・チモフェーエワピアノＵサイクル
～哀愁のショパン～

森のホ宀 し
21
小ホう レ

午後７時 指定一律　4,500円

25山
札幌交響楽団演奏会（指揮・
秋山和慶）ブラームス 交響
曲３番ほか 森のホール

21
大ホール

午後３時
S/5,000 円
A/4,000 円
B/3,000 円

４／ ２旧）
読売日響十神崎ゆう子
｢親と子のためのコンサー

ト｣

午後２時 大人　3,500
円

子供　2,500円

23旧
森の室内楽～室内楽をお気軽
に～
(オーボエ・似島健彦ほか)

森のホール
21
小ホール

午後２時 全自由席　2,000円
学　　生　1,000円

5/6 圉
森のホー

ルの「メサイフフ」全

曲演奏会　演奏・新ヴィヴア
ルディ合奏団ほか

森のホール
21
大ホール

午後２時
指定　3,000円
自由　2,000円
(当日2,500円)

6/17 ぐt）
アルフレッド ・ハウゼ　タン
ゴオーケスト ラ演奏会

午後２時
S/4,500

円

A/3,500 円B/2,000 円

7/1  tt)
国立モスクワ音楽劇場バレエ
「白鳥の湖」公演

午後６時
30分

S/13,000円 ○/ﾌ,000円
A/ 憔皿円D/5,000 円
B/ 9,000円

8/5 圉 へロカデロ・デ・モンテカル
ロバレエ団公演

午後６時
S/8,000 円
A/7,000 円
B/6,000 円

届
け
出
や
保
険
料
の
納
付
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

国
民
年
金
の
加
入
は
二
十
歳
か
ら



福

祉

講

演

会
9
5

2
月
2
8日
㈹
午
後
１

時
～
３

時

2
0分
　

会
場

市
民

劇
場
　

内

容

「
老
人
介
護
の
発
想
転
換
－

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア
に

で

き
る
こ

と
Ｉ
」

講
師
淑
徳
大
学
講
師
・
中
田
光
彦

氏
　

費
用

無
料

汰
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

固
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

係
昔
6
8－
0
5
0
3

番

図

書

館

市

民

講

座

「

製

本

講

習

会

」

３

月

３

日

窗

午

後

１

時
3
0
分

～

４

時
　

会

場
市

民

会

館
　

内

容

こ

わ

れ

本

の

補
修

・

製

本
　

講
師

島
原

安

三

氏
　

持

ち

物
こ

わ
れ

本

（
二

冊

）・
カ

ッ
タ

ー
・
金

づ

ち
な

ど

定

員

先

着

十
五

人
　

費

用

無
料

圃

電

話
で

市

立
図

書

館

登
6
5
1
5

1
1
5

番
へ

講
座
・
講
演

無

添

加

料

理

教

室

２
月
2
8日
㈹
午
前
1
0時
～
午
後

１
時
　

会
場
市
民
会
館
料
理
教
室

内
容
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
入
り
カ
ル

シ
ウ

ム
う
ど
ん

、
牛
乳
か
ん
　

持
ち
物

ふ
き
ん
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

筆
記

用

具
　

定
員

先
行
三

十
人

費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
市
消
行
者
の
会
・

丸
山
昔
6
2－
3
4
0
8

番
へ

市

民

大

学

講

座

「
世

界

経

済

と

日

本

」

３
月
９
日
～
2
3日
の
毎
週
木

曜

日
午
後
２
～
４
時
　

会
場

市
民
会

館
　

内
容
東
西
冷
戦
後
の
日
米
経

済
関
係
な
ど
　
講
師
流
通
経
済
大

学
教
授
・
島
田
克
美
氏
　

定
員
先

着
三
十
五
人
　

費
用
無
料

圃
電
話
で

矢
切
公
民
館
登
6
8－
1

2
1
4

番
へ

聖

徳

大

学

公

開

講

座

「
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
か
ら
見
た
松
戸
市
の
川
づ
く
り
」

３

月
７

日

次
午

後
５

時
3
0分
　

圃一
３

月
４
日
出
ま
で
に

、
電
話
で

～
７

時
　
会
場
聖
徳
大
学
七
号
館
　

聖
徳
大

学
Ｓ
Ｏ
Ａ
セ
ン
タ
ー
音
6
5

費
用
千
五
百
円
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
1
1
1

内
線
3
2
3
1

番
へ

簿

記

教

室

犬 期　　　日 時　間 費　　　用 定員

初　　級（日商簿記検定３級程度）

昼コース
3 /urn ～6/2  R の

毎週火・金曜日

（ ５／５睨を除く、全20

回）

午前

９時30分

？

11時30分
20,000円

(会員10,000円)

※テキスト 代を

含む

各哭

夜コース

午後

６時

２

８時

中　　級（日商簿記検定２級程度）

夜コース

3 /24廁～６／２廁の

毎週火・金曜日

（ ５／５呪を除く、全20

回）

午後

６時

２

８時

25,000円

(会員15,000円)

※テキスト 代を

含む

40
人

会場…松戸商工会館　持ち物…筆記用具・そろぱんまたは電卓

圉費用を持って、直接松戸商工会議所(064 ―3111番）へ

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

特

別

講

座
（

春

の

ア

レ

ン

ジ

）

２
月
2
7日
側
午
前
1
0時
～
午
後

１
時
　

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費
用
二
千
円

固
フ
ロ
ー
ラ
ル
ア
ー
ト
花
の
友
の

会
・
阿
部｛
一一
4
9－0
0
0
8

番

さ

わ

や

か

県

政

ふ

れ

あ

い

講

座
３
月
1
7日

窗
午
後
１

時
～
３
時

3
0分
　

会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎
六

階
第
一
会
議
室
　

内
容
講
演
「
長

寿
社
会
を
さ
わ
や
か
に
生
き
抜
く

た
め
に
」
松
戸

保
健
所
保
健
指
導

課
長
・
鶴
岡
基
子
氏
ほ

か
　
定
員

百
人
（
抽
選
）
　

費
用
無
料

惠
２
月
2
5日
出
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
東

荀

飾
地
域
県
民
セ
ン

タ
ー
（
容
6
5

－
3
0
0
8

番
）
　へ

福

祉

と
の

ふ

れ

あ

い
入

門

教

室

２

月
2
6
日

収
〔
講

意

・
2
7日

収

〔
施
設

実

習

〕
、
と

も
に

午
前
1
0
時

～

午

後

４

時
　

会

場

市

民

劇

場

定

員

先

着
三

十

人
　

費
用

無

料

圃

電

話
で

、
県

社
会

福

祉

協
議

会
・

福

祉
人

材
セ

ン

タ
１

昔
0
4
3
－
2
4
8－

１
（
乙（
‥口
４

番
へ

心

を

豊

か

に

す

る
話

し

方

３

月
２
日
～
3
0日
の
毎
週
木
曜

貝

全
五
回

、
午
後
６
時
3
0分
～

９

時
　

会
場
市
民
会
館
　
費
用
四

千
五
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

固
実
践
話
し
方
研
究
会
・
中
村
昔

6
2
1
3
n／】０
４
番

早

春

を

活

け

る

２

月
2
4
日

窗

午

前
1
0
時
人

１１一
時

会

場

常

盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー
　

内

容

古

流

盛

花
　

費

用
二

千

五

百

円

圃

電

話
で

さ

く

ら

会

・

渋
谷

昔
8
4

－

Ｏ

Ｑ
）
３

只
）
番

へ

野

球

場
利

用

チ

ー

ム

は

登

録

申

請

を

運
動
公

園
野
球
場
の
土
・
日
・

祝
日
と
ナ
イ
タ

ー
、
江
戸
川
河
川

敷
野
球
場
の
土
・
日
・
祝
日
の
貸

し
出
し
は
、
登
録
チ
ー
ム
に
よ
る

公

開
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。
利
用

チ

ー
ム
は
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い

受
付
第
四
月
曜
日
を
除
く
毎
日

午
前
９
時
～
午

後
５

時
、
ス

ポ
ー

ツ

課
で
　

抽
選
毎
月
１
日

、
運
動

公

園
内
会
議
室
で

※
有
効
期
限
が
切
れ
た
チ

ー
ム
は

再
度
登
録
を

茴
ス
ポ
ー
ツ

課
容
6
3
1
9
7
‘４
１

番

ス
ポ
ー
ツ

健

康

体

操

リ

ー

ダ

ー

講

習

会

３
月
４
日
～
1
8日
の
毎
週
土
曜

日

、
午
前
1
0時
～
正
午
　

会
場
運

動
公
園
小
体
育
室
　
内

容
健
康
体

操
の
基
本
・
小
作
品
な
ど
　
定
員

先
着
七
十
人
　

費
用
無
料

圃一
２
月
2
8日

㈹
ま
で

に
、
電
話
で

ス

ポ
ー
ツ

課｛
一一
6
3－
9
2
4
1

番

へテ

ニ

ス
教
室

教 室 名 日　　　　時 会　　場 対象 費　　　用

①初心者教室

４／６～７ ／２７の毎

週木曜日(祝日を除く)
＠午前９時から
⑥午前10時30分から

栗ヶ沢公園

庭球場

市
内
在住

在
勤
の人

12,000円

(保険料を含む)

②ナイター教室

(硬式)

４月～11月の毎週1回
の日曜日　⑧月曜日
○金曜日
の午後７時～９時

金ヶ作公園

庭球場
18,000円

惠3 /10 廊（必着）までに、往復ハガキに住所・氏名・電話番号・希望教室名
・希望クラス（①は第２、②は第３希望まで）を記入して、〒270松戸北郵便局

私書箱12号 松戸市テニス協会（平木S48-6784 番）へ

保
健
・
衛
生

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

検

査

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

ツ

反

＝

３

月
1
3

日

側

、

判

定

・

Ｂ

Ｃ

Ｇ

接

種

＝

３

月
1
5
日

困

、

と

も

に

午

後

１

時
1
5

分

～

２

時
3
0
分

会

場

中

央

保

健

セ

ン

タ

ー

生

後

三

ヵ

月

～

四

歳

未

満

で

Ｂ

Ｃ

Ｇ

を

一

度

も

受

け

て

お

ら

ず

、

問

診

票

を

持

つ
て

い

な

い

人

は

３

月

１

日

水

ま

で

に

申

し

込

ん

で

く

だ

さ

い

。

申

し

込

ま

な

く

て

よ

い

人

平

成

６

售

……一
月

１

日

工

１１一
月
3
0
日

生

ま

れ

で

、

１

月

末

ま

で

に

住

民

登

録

を

し

た

入

汰

以

前

の

問

診

票

も

使

え

ま

す

。

惠
（

ガ

キ

に

「

ツ

反

・

Ｂ

Ｃ

Ｇ

申

し

込

み

」

と

書

い

て

、

住

所

・

保

護

者

氏

名

、

子

供

の

氏

名

・

生

年

月

日

、

電

話

番

号

を

明

記

し

、

〒

2
7
1 松

戸

市

竹

ヶ

花

七

四
－

三

中

央

保

健

セ

ン

タ

ー

内

保

健

衛

生

課

予

防

係

（

容
6
6
－
7
4
8
3

番

）
　
へ

市

民
テ
ニ
ス
大

会

種　　目（シングルス） 期　　日 会場 費　用

予
選

一　　般　　男　　子 ３ ／２６､４／２ ・ ９

日

曜

日

栗ヶ

沢
公
園
庭
球場

１組

1,500円

一　　般　　女　　子

４／９、５／７本

戦

壮年男子
(35 ぺ5・50・55・60歳以上)

壮年女子

(40・45・50歳以上)

一　　般　　男　　女 5/14 予備日6 /25

惠３／１團（必着）までに
、所定の申込用紙で〒270松戸北郵便局私鬱箱12号松

戸市テニス協会（平木Q48-6784 番）またはFAX44
―2784番へ

※申込用紙・大会要綱は、返信用封筒（80円切手を張って）を同封して諂求し
てください。

ポ

リ

オ

（
急

性

灰

白

髄

炎

）

予

防

接

種

期
日
・
会
場
左
下
表
　

時
間
午

後
１

時
1
5分
～
２

時
3
0分

生
後
三
ヵ

月
～
四

歳
未
満
で
二

回
飲
み
終
え
て

お
ら

ず
、
問
診
票

を
持
つ
て
い
な
い
人
は

申
し
込
ん

で

く
だ
さ
い
。

申
し
込
ま
な
く
て
よ
い
人
平
成

６

年
1
0月
１
日
～
且
一
月
3
0日
生
ま

れ
で

、
１
月
末
ま
で
に
住
民
登
録

を
し
た
人

健康保険証

を忘れずに

◆テレホン案内サービス…………S66-0010 番

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………068-3756 番
衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……登65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

会　　　　　場 期　日

中央保健センター 3 /17c
五香市民センター ３／９困

松飛台市民センター ３／９困

小金北市民センター 3 /14(火)

東部市民センター 3/7C 火)

馬橋東市民センター 3/61 月)

健康増進センター 3/8( 水)

常盤平市民センター ３／２困

明市民センター 3/8  C水)

古ヶ畸市民センター 3/3R
稔台市民センター 3 /10  R

小金原市民センター 3/11 水)

新松戸市民センター 3/3R
小金保健センター 3 /14(火)

常盤平市民センター 3 /16困

馬橋市民センター 3 /150O

六実市民センター別館 ３／１團

二十世紀が丘市民センター 3 /13(月)

新婚さん
こんにちは

同じ名字の人と

結ばれました。

結
婚
前
に
私
の
家
に
遊
び
に
来
た
時
、

夫
の
好
物
の
イ
タ
リ
ア
料
理
で
も
て
な
し

ま
し
た
。
そ
の
時
の
何
気
な
い
笑
顔
と
お

い
し
い
の
一
言
は
、
私
を
満
ち
足
り
た
気

持
ち
に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
せ
い
で

し
ょ
う
か
、
今
は
夫
の
た
め
に
な
に
が
す

る
こ
と
が

Ｉ
番
の
幸
せ
で
す
。

"

篤 さん

智子さん

古川五香 六 実

※
こ
の
欄
に
登
場

し
て
く
だ
さ
る

カ
ッ
プ
ル
を
募

集
し
て
い
ま
す

問
広
悵
課

情報チャンネル

緊急医療体制

惠
（

ガ
キ
に
右
の
と
お
り
記
入
し

て

、
〒
2
7
1松

戸
市

竹

ヶ
花

七
四

上

二
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
内
保
健

衛
生
課
予
防
係
（
0
6
6－
7
4
8

3
番
）
　へ



松

戸

市

書

道

展

覧

会

２
月
2
1日

㈹
～
３
月
５
日

㈲
、

午
前
1
0時
～
午
後
６
時
（
月
曜
休

館
、
最
終
日

は
午
後
４

時
ま
で
）

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　

内
容
漢
字
・

か
な
・
近
代
詩
文
・
て
ん
刻
・
刻

字
な
ど
　
費
用
無
料

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
容
6
6

－
7
4
6
2

番

ヴ

ォ

ー

カ

ル

コ

ン

サ

ー
ト

「

早

春

賦

」

３

月
1
0
日

齏
午

後
７

時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
工
藤
和
栄

氏
ほ
か
に
よ
る
声
楽
演
奏
　

費
用

五
百
円

圉
電
話
で
松
戸
市
音
楽
協
会
・
高

橋
容
6
8－
2
7
1
4

番
へ

松

戸

民

演

連

盟

発

表

会

（
阪

神

大

震

災

チ

ャ
リ

テ

ィ

ー

）

３

月
1
2
日

㈲

午
前
1
0
時
3
0分

～

午
後
６

時
　
会
場
森
の
ホ

ー
ル

2
1小
ホ
ー
ル
　

内
容
歌
謡
・
舞
謡
・

民
謡
の
競
演
　
費
用
無
料

鬩
成
嶋

一`
4
1－
3
5
7
2

番

オオイヌノフグリ
ゴマノハグサ科

一 道端や畑など見ら れる場所

外

国

人

に

よ

る

日

本

語

ス

ピ

ー
チ

コ

ン

テ

ス

ト

２

月
2
5日
倒
午
後
１

時
3
0分
か

ら
　

会
場
市
民
劇
場
　

費
用

無
料

汰
ご
来
場
の

皆
さ
ん
に

も
審
査
を

お
願
い
し
ま
す
。

固
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市
役

所
内
）

野

鳥

観

察

会

（

狭

山

湖

）

３

月
５
日
収
午
前
８

時
松
戸
駅

東
ロ
デ
ッ

キ
集
合
、
午
後
２
時
現

地
解
散
　

持
ち
物
観
察
用

具
・
昼

食
な
ど
　

費
用
交
通
費
の
み
自
己

負
担

固
紺
ま
つ

ど
街
と
水
辺
の

緑
化
基

金
容
4
5－
9
8
4
6

番

催

し

物

戦

後

五

十

周

年

記

念

・

講

演

と

映

画

の

集

い

（

エ

イ

ズ

と

難

病

撲

滅

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

）

３
月
1
2日
㈲
開
演
午
前
９

時
4
5

分
・
午
後
１

時
・
６
時
1
5分
の
三

回
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1大
ホ
ー

ル
　

内
容
映
画

「
戦
争
と
青
春
」・

無
着
成
恭
氏
の

講
演
な
ど

※
チ

ャ
リ

テ
ィ

ー
入

場

整
理

券

五

百
円
）
が
必
要
で

す
。

閲
東
葛
優
秀
映
画

舞
台
芸
術
鑑
賞

会｛
一一
8
7－
5
0
6
5

番

松

戸

史

談

会

「
上

本

郷

の

七

不

思

議

め

ぐ

り

」

３
月
５

日
㈲
午
後
１
時
北
松
戸

駅
前
集
合
〔
雨
天
の
時
は
1
9日
照

に
延
期
〕
　
コ

ー
ス

首
斬
り
地
蔵
・

二
つ
井
戸
・
本
福
寺
な
ど
全
行
程

約
二
・
五

諺
、
徒
歩
約
二
時
間
三

十
分
　

費
用
三
百
円

圉
当
日
集
合
場
所
で

醴
神
尾
昔
4
1－
2
4
5
8

番

み
ど
り
の

歳
時
記

４月２月～

青色

花の時期

花の色

瑠璃（るり）色の４枚の花びらには細い筋が

入り、中央部は白っぽくとてもかわいい花です。

思わず手を伸ばしてそっと触れると、すぐに花

を落としてしまう、はかなくかれんな花です。

明治時代の初めに、ヨーロッパから渡ってき

ましたが、今ではすっかり日本の土になじみ、

この花が咲きこぼれるのを見ると「舂が来たな」

と感じる方も多いのではないでしょうか。日だ

まりで群生している様子は、まるで瑠璃色の宝

石箱をひっくり返したようです。

道
路
の
不
法
使
用
は
や
め
ま
し
よ
う

車
道
や
歩
道
に
商
品
や
看
板
を
並
べ
て
営
業
す
る
こ

と
は
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、

み
ん
な
が
迷
惑
す
る
行
為
は
や
め
ま
し
よ
う
。

圜
道
路
課

行　　事　 名 日　　時 講　 師 対　　象

こども手づくり教室

｢ヨシで宝物入れ

を作ろうよ｣

12旧）

午後１時30分～
３時30分

フラワーデザイ

ナー
山中琴江氏

小３以上

(親子可)
先着24人

園芸教室

｢椿の育て方｣

17廁

午後１時30分～
３時

みどりの相談員

田中峯男氏

どなたでも
先着20人

みどりの教室

｢植物よもやま話｣

18田

午後１時30分～
３時30分

松戸自然を楽し
む会

白鳥四郎氏

どなたでも
先着30人

みどりの講習会
｢ハープの育て方｣

19(日)

午後１時30分～
３時30分

ジャパンハープ

ソサエティ
黒澤今日子氏

どなたでも
先着40人

園芸教室

｢春植え球根の育て

方｣

21吩

午後１時30分～
３時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏

どなたでも

先着20人

自然観察会
｢早春の植物観察

会｣

26(日)

午後１時30分～
３時30分

常盤平中学校長

佐久間俊行氏

どなたでも
先着30人

舞

夢

Ｍ

・
Ｋ

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
～
３

時

会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　

初

心
者
　

費

用

月
二

千
円

入

会
金
千
円
）

醴
清
水
容
4
2－
6
7
1
3

番

Ｄ

・

Ｓ

・

ベ

ー

シ

ッ

ク

（

社

交

ダ

ン

ス

）

毎
週
日
曜
日
午
後
３
時
～
５

時

会
場
松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　

費

用
月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
大
谷

昔
8
9－
4
1
5
0

番

新

松
戸

吟

道

会

（

詩

吟

）

毎
週

①
土
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午
＝

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ

ー
②
土

曜
日

午
後
７
時
～
９

時
＝
新
松
戸

市
民
セ
ン
タ

ー
③
水
曜
日
午
後
１

時
～
４

時
＝
青
少
年
会
館
　

費
用

月
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

固
塩
井
登
4
4－
9
1
9
6

番

唄雷 話 で ハ ーフ セン タ ーa45 一朋00 忝 （ 月 曜 日 休 館 ） へ

松

戸

ス

コ

テ

ッ

シ

ュ

カ

ン

ト

リ

ー

ダ

ン

ス

毎
月
第
四
木
曜
日
午

後
６

時
3
0

分
～
９

時
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
六
ヵ

月
三
千
五
百
円

入

会
金
な
し
）

固
洲
崎
容
6
3
j
0
8
8
5
番

松

戸

話

し

方

友

の

会

毎
月
第
二
・
第
四
金
曜
日
午
後

６
時
3
0分
～
９
時
　

会
場
市
民
会

館
　
費
用
月
五
百
円

入

会
金
千

円
）

醴
小
林
容
8
6－
3
7
1
0

番

と

き

わ

平

少

年

少

女

合

唱

団

毎
週
①
土

曜
日
午
後
３
時
～
６

時

②
月

二
回
日

曜
日
午

後
１

時

～
３
時
　

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
　
対
象
①
小
学
生
②
女
子
中

学
生
　
費
用
月
三
千
円

入

会
金

な
し
）

茴
加
藤

一`
8
4－
6
0
7
9

番

○

譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
本
棚
付
き
机
無
料
◆

セ
ミ
ダ
ブ
ル

ベ
ッ

ド
五
千
円
◆

洋
服
だ
ん
す
無
料
◆
整
理
だ
ん

す
無
料
◆
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド

無
料
◆

ペ
ア
座
い
す
千
円
◆
コ

ー
ナ
ー
ロ

ー
ソ
フ

ァ
ー
セ
ッ
ト

五
千
円

〔
電
気
製
品
〕
洗
濯
機
五
千
円

二
点
◆
冷
蔵
庫
五
千
円
◆
空
気

清
浄
器
三
千
円
◆
加
湿
器
一
万

円
◆
掃
除
機
三
千
円
◆
ア
イ
ロ

ン
千
円
◆

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
二
千

五
百
円
◆
ス
テ
レ
オ
一
万
円
◆

電
気
ブ
ー
ツ
三
千
円

〔
子
供
用
品

〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
力

士

二
千
円
・
二
千
円
◆
Ｂ
型

ベ

ビ
ー
力
士
（

千
円
・
三
千
円
◆

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

ー
万
円
◆
だ
つ

自

彊

術

振

興

会

松
戸

支

部

毎
週

①
土
曜
日

②
火
曜
日
・

午

後
２
時
～
４

時
　
会
場

①
小
金
市

民
セ
ン
タ
ー
②
常
盤
平
会
館
　

費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
な
し

）

固
①
伊
藤
登
4
1－
8
4
0
6

番
②

永
井
昔
8
8－
0
3
2
4

番

こ

ホ
ル

ダ
ー
二
千
円
◆
ベ
ビ
ー

フ
ェ
ン
ス

無
料
◆
自
転
車
幼
児

補
助
い

す
三
百
円
◆
体
重
計
五

千
円
◆
ベ
ビ
土
フ
ッ
ク
五
千
円

◆
歩
行
器
千
円
◆
籐
製
ゆ
り
か

ご
無
料

〔
ス

ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
エ

レ
ク
ト
ー
ン

無
料
◆
足
踏
み

オ

ル
ガ
ン
無
料
◆
ス
キ
ー
ウ
ェ
ア

女
性
用
一
万
円
◆
ギ
タ
ー
二
千

円
◆
剣
道
防
具
一
式
低
学
年
用

五
千
円
◆
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
バ
イ

ク
無
料
・
一
万
円

〔
日
用
雑
貨
〕
電
動
ベ
ッ
ド
無

料
◆
石
油
フ

ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー

ー

も

ぐ

ら

ク

ラ

ブ

（
ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

）

毎
週
日

曜
日
午
後
１

時
～
４
時

会
場
高
塚
新
田
周
辺
　
対
象
小
学

四

年

生
以
下
　

費
用

月
五
百

円

入

会
金
三
千
円
）

固
増
田
容
6
2－
0
3
5
0

番

サ
ー
ク
ル

※
会
場
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

。

リ

ズ

ム

体

操

ク

ラ

ブ

毎

週

水

曜
日

①

午

前
９

時
3
0
分

～
1
0
時
3
0
分

②

午

前
1
0
時
3
0
分

Å
1
1
1
1

一
時
3
0
分
　

会

場

常

盤
平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

対

象

女

性
　

費

用

月

二

千

円

（
入

会

金

千
円

）

茴

福

島

容
8
5－
0
4
0
9

番

舞

夢

馬

橋

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル毎
週
月
曜
日
午
後
１

時
～
３
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用

月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
平
野
容
4
4－
1
9
2
1

番

貝

の

花

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ
毎
週

土

曜
日

午

後
６

時
3
0
分

～
８

時
3
0分
　

会
場
貝
の
花
小
学

校
体
育
館
　

費
用
二
ヵ
月
千
五
百

円
（
入
会
金
な
し

）

醴
磯
野
容
4
1－
7
7
3
4

番

あ

か
し

や

つ

ま

み

画

研

究

会

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
午
前

1
0時
～
正
午
　

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
二
千
円

入

会
金
二
千
巴

固
捲
川
登
8
8－
7
3
6
5

番

万
円
◆
ひ
な
人
形
飾
り
無
料
◆

五
月
人
形

飾
り
無
料
◆
パ
ソ
コ

ン
ラ
ッ
ク
五
千
円
◆
水
櫛
縦
4
5

×
横
6
0×

奥
4
5惣
・
4
5×
7
5×

4
5惣
各
五
千
円
◆
Ｌ
型
ド
ラ
フ

タ
ー
台
一
万
円
◆
か
や
無
料
◆

ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と
チ
ェ

Ｉ
ン

無
料
◆
ジ
ュ
ニ
ア
版
日

本

文
学
名
作
選
全
四
十
三
巻
無
料

◆
学
生
か
ぱ
ん
無
料

兩
２
月
2
5日
出
〔
当
日
消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
（

ガ
キ
に
希
望

品
名
（
品
物
一
点
に
つ
き
一
人

一
枚
）
・
価
格
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
昼
間
お
勤
め
の
人

舞

夢

新

松

戸

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
金
曜
日

午
後
１
時
～
３

時

会
場

新
松
戸

市

民
セ
ン

タ

ー

対

象
初
心

者
　

費
用

月
二
千

円

入

会
金
千
円
）

固
松
田

音
4
3－
8
2
3
8

番

萠

樹

会

（
油

絵

）

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時
～
４

時

会
場
青
少
年
会
館
　

費
用
月
三
千

五
百
円
（
入
会
金
二
千
円
）

鬩
高
橋
容
6
4－
9
7
8
6

番
（
夜

間
の
み

）

女

声

合

唱

団

瑞

季

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後

Ｏ
時
3
0分
　
会
場
五

香
市
民
セ
ン

タ

ー
　
費
用
月
三
千
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

固
中
川
容
8
5－
5
4
8
8

番

は
勤
務
先
の
電
話
番
号
）
を
記

入
し
て

〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七

－

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
第
ニ
ヒ

ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

へ※
相
手
の

紹
介
は
月
末
に
抽
選

し
、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○
次
回

掲
載
分
に

つ
い
て

品

物
を
譲
り
た
い
人
は
、
２

月
2
3日
困
ま
で
に

、
電
話
で

申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

（
一
人
三

点
ま
で
）
。
３
月
2
0日
号
に
掲
載

し

ま
す
。
価
格
は
一
万
円
ま
で

で

、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転

車
な

ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

醴
消

費

生
活

セ
ン

タ
１

登
6
6

－
7
3
2
9

番

松

戸

ド

イ

ツ

語

読

書

会

毎
週
土

曜
日
午
後
２

時
～
５

時

会
場
馬

橋
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用

千
円

父

会
金
な
し

）

固
池
野
容
4
6
1
1
6
0
3
番

小

金

原

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週
水
曜
日

①
午
後
１

時
～
３

時

②
午
後
７
時
～
９

時
③
木

曜
日

午
前
1
0時
～
正
午
　

会
場
小
金
原

市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
三
千
円

入

会
金
二
千
円
）

固
鈴
木
昔
4
2－
2
7
3
5

番

松

戸

川

柳

会

毎
月

第
四
日

曜
日

午
後
１

時

～
５
時
　

会
場
矢
切
公
民
館
　
費

用
月
千
円
（
入
会
金
な
し

）

問
米
島
容
4
4－
5
9
1
6

番
（
午

後
７
時
以

降
）

松

戸

ギ

タ

ー

ク

ラ

ブ

毎
週
水
曜
日

午
後
６

時
～
９

時

会
場
市
民
会
館
　
費
用
月
千
五
百

円
（
入
会
金
五
百
円
）

茴
平
井
登
8
8－
5
3
2
8

番

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

あ
な
た
の
家
の
不
用

品
い
か
し
て
一
″

ま
せ
ん

か

パークセンター（21世紀の森と広場）３月の催し物



キャンピングカーに泊まりながら医療活動市立病院の医師・看護婦など延べ23人の医療スタッフが、神戸市東灘区で被災住民の救護活動に当たっています。

災害義援金をありがとうございました

子どもたちも義援金に協力

市では、義援金受付本部を設置し、４月憫日廊ま

で援護課と各支所の窓口で、義援金の受け付けを行

っています。

これまでに皆様から87,476,556円〔２月９日(木)現

在〕の義援金をお寄せいただきました。ありがとう

ございます。

集められた義援金は、日本赤十字社および共同募

金会などを通じて、兵庫県災害対策本部へ送られて

います。

引き続き温かいご援助をお待ちしています。

固]援護課

常盤平　中川　 千 恵子さん

ホ
ー
ル
を
借
り
て
、
毎
週
合
唱
の
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

ピ
ア
ノ
も
あ
る
し
広
い
の
で
、
合
唱
に

は
ぴ
つ
た
り
で
す
ね
。

消防局から は、14人の救助隊 が出動。約１週間にわたって救助 ・

捜索活動などを行いました。

ウ ォ ー タ ーパ ッ ク 車　 大 活 躍

川や池の水から１分間に20Lの飲料水をつくれる、

移動式では国内４自治体にしかない 連続自動給水車が

現地で大活躍。被災者に喜ばれてい ます。

兵庫県南部地震災害による被災者の皆様へ

現在、市内にお住まいの被災者で、①身内

に死亡者、行方不明者がいる②住宅が全壊、

全焼している③住宅が半壊、半焼しているの

いずれかに該当する人は、災害見舞金を受けら

れる可能性がありますので、ご連絡ください。

問日本赤十字社千葉県支部救護福祉課

O043-241-7531 番

※１時間当たり の金額です。

※消費税相当 額が加算されます。

１
月
1
7日
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
（
兵
庫
県
南
部

地
震
）
は
、
五
千
人
以
上
の
犠
牲
者
が
出
る
大
災
害
と

な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
救
助
・
医
療
救
護
・
避
難
所
支
援
な
ど
に

市
職
員
を
派
遣
し
た
ほ
か
、
災
害
非
常
用
給
水
車
や
ご

み
収
集
車
も
出
動
。
再
生
自
転
車
や
備
蓄
食
料
な
ど
の

救
助
物
資
（
乾
パ
ン

ー
ビ
ス
ケ
ツ
ト
各
一
万
食
、
ア
ル

フ
ァ
米
干
食
、
飲
料
水
二
万
缶
）
を
送
り
、
義
援
金
の

募
金
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
の
救
援
活
動
の
状
況
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

再 生 自 転 車150 台 を 被 災 地 に 寄 贈　 被災地の復興

の足に役立ててと、市のシルバー人材センターのお年 寄

りと県自転車軽自動車商協同組合が整備と点検に協力。

現地への輸送には県トラック協会松戸支部と松戸商工会

議所交通業部会が当たって、兵庫県に送ら れました。

地域の連帯意識や愛着心を高め、人と人がふれ

あうコミュニティー活動の核になる施設として建

設されました。

市内に17ヵ所の市民センターガあります（明、

小金、小金北、小金原、古ケ畸、五香、新松戸、

東部、常盤平、二十世紀が丘、馬橋、馬橋東、松

飛台、棯台、六実、八柱、八ヶ畸）。

●利用料金　使用料金表（広さにより料金が異な

ります）のとおり

●利用時間　午前９時～午後９時（受け付けは午

後５時まで）

●休 館 日　月曜（月１［回・センターにより異な

ります］・年末年始

●問い合わせ　地域振興課

市民センター
(市内17ヵ所)

阪神大震災
松戸市も救援活動に尽力

地
震
で

被
害
を
受
け
た
家
屋
の
安
全
度
を

調
査
す
る
市
建
築
指
導
課
の
職
員

行ってみました

施設案内
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